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災者の要請に 
こえて 

Lions Respond to the Tsunami Disaster 




PRESIDENTS 

MESSAGE 


国際会長メッセージ 

2004 -05 年度国際会長 
クレメント f •クジアク 
Clement F. Kusiak 


奉仕を通して成功を分かち合おう 


その数は今後も増え続けることになるでしよぅ。 
百二十年前にはクラヵトア火山の噴火による津波 
がマレー諸島を襲い、三万六千人余りの人々が命 
を 落としました ◦津波の威力から判断すれば、今 
回の災害規模は史上最悪と言われた、当時の惨劇 
をはるかに凌駕しています。 

被災地では何十万人もの人々が家を失い、水も 
衣類もないまま取り残されています◦世界各地で 
救援活動が始まっていますが、被災者は生命の危 
機に曝されており、一刻の猶予も許されません。 
ラィオンズクラブ国際協会は当然ながら、救援の 
呼び掛けに最初にこたえた主要な非政府組織の一 
つです ◦ LCIF は個々の会員、クラブ、地区と 
共に、この歴史的な人道奉仕に惜しみなく資金を 
提供しています◦また報告によれば、最も被害の 
大きかった地域には、既に七万五千人以上もの会 
員が駆けつけています◦彼らは日々新たに発見さ 
れる何千もの遺体に落胆の色を浮かべながらも、 
救援活動や政府機関との調整に全力を尽くして取 
り組んでいます。 

例えばスリランカの会員は、住居、水、衛生問 
題などの決定的な課題に有効に対処出来るよう、 
政府との合同委員会を設立しました◦インドでは 
最大の被害を受けたチェンナイ周辺地区の会員が、 


二〇〇四年十二月二十六日七時五十九分、 イン 
ドネシアのスマトラ 沖で発生した震度9 の 地震は、 
大規模な津波災害を引き起こしました◦それはス 
マトラ 島の広大な海岸地帯を飲み込み、 インド洋 
を越えて マレ > —シア、ミヤンマ > —、タイ、バング 
ラデシユ、スリランカ、インド、モルデイブの人 
口密集地域に押し寄せ、何千 ;V T も 離れた東 アフリ 
力の ソマリアにまで 達したのです。十^を超える 
巨大な波は警告もなく村々を襲い、進路を阻むあ 
らゆるものを破壊し尽くしました。 

犠牲者の数は今この瞬間にも増え続け、死者. 
行方不明者の数はインドネシアだけでも二十二万 

八千人、インド洋沿岸諸国では二十九万七千人に 

達しています(一月二十六日ロイター通信集計)。 

感染症の広がりも懸念されており、悲しいことに 
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マニラ • フォーラム開会式でスピーチを行うクジアク国際 


* インド洋津波災害への支援状況と救援活動の詳細は、国際協会ウ X ブサイ 
卜 （ http://www.lionsclubs.org/JA/tsunami/jndex.php3 ) をご覧く だ 

さし、 


五万ドルの LCIF 交付金を東海岸の被災地に分配 
しよぅと 奔走しています。また タミ ルナドゥ州の 
北部からオリツサ州にかけてのこの地域では、夥 
しい被災者が援助の手を待ちかねています。 

LCIF はこれまでのところ、食物、毛布、水、 
その他の救援物資を提供しようとする会員の努力 



を支えるために、二十二件総額二十二万ドルの緊急 
援助交付金を、 インド、インドネシア、スリランカ、 
タイの各地区に交付しました。更に数件の交付金 
についても、現在承認手続きが進められています。 
短期的•長期的な救援活動を支援するため、二十 
五万ドルの大災害援助交付金も承認されています r 
LCIF はまた、会員の努力を調整して最も有 
効な救援活動を行える よぅ、 二〇〇四年南アジア 
津波災害基金も設けました。スウ H 1デンからの 
十二万ドル、韓国からの二十万ドルな ど、 この基金へ 
の献金は既に集まり始めています。 

LCIF では 米ドル小切手の郵送、国際協会の 
既存口座への振り込み(伝票には 「LCIF Tsunami 
Relief (津波救援)」と明記)、電信送金による献金 
を受け付けています◦献金方法の詳細は、 LCI 
F へのメール(一 cif ® 一 ionsclubs . org ) または各地 
区の LCIF 委員長にお問い合わせください Q 
LCIF は 必要に応じて、更 なる 救援資金を提 
供する ことになるで しよぅ。大災害の被災者の苦 
しみを、ライオンズが見過ごすはずもありません〇 
今回の悲劇に見舞われたあらゆる人々にお悔やみ 
を申し上げる と共に、 全世界の会員が力を尽くし 
て救援活動に取り組むことを、この場を借りて固 
く お約束いたします。 
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333- A 地区キャビネットのある長岡市でも大きな被害が出た 


災害続く日本列島を打ちのめすかのよぅに、昨年十月二十三日、新潟県中 
越地震が襲った。午後五時五十六分、家庭では夕飯の支度中だった。 

川口町で震度7、小千谷•長岡では6強を記録した。ほぼ十五分後、小千 
谷を再び震度6の烈震が襲い、更におよそ二十分後、三度目の震度6が市民 
を揺さぶっ た。 立って など いられない。家具が倒れ家が崩れ地が割れた。夜 
七時四十六分ごろ、 またまた 震度6が襲った。街は どぅなる のか。長岡で新 
幹線が脱線し、山古志村では山が動いた。大地が水をはらみ民家を襲った。 
全村避難した。 

それから六十八日、被災地が新しい年を迎えた。地震後初の例会を開く小 
千谷ライオンズ r を訪ねた。街中に貼られた「立ち上がれ！団結小千谷」 
のポスタ—が印象的であつた。 


頭の上にタンス 
膝の間に孫をかばつた 


5?池田勝(小千谷ラィオンズ r ) 
は、その瞬間、目の前の二歳の孫を 
膝の間にかばっていた。五歳の孫は、 
転がってダィニングのお母さんの膝 
に抱きついた◦電気が消えた◦下か 
ら突き上げる揺れが続き、横に激し 
く揺さぶられた ◦タン スが倒れてき 
た◦頭をすくめて必死に孫をかばっ 
た◦家は全壊した。 

孫はその後、電気が消えると泣き 
余震の度にしやくりあげた。 

小千谷ライオンズ^の宮川久夫会 
長の自宅も全壊だった。事業の復旧 
に全力を上げながら、まず、会員の 


安否確認をと思ったが、電話が通じ 
ない。携帯も混雑が続いた。 

メンバーのほとんどは小千谷市民 
だが、小国町民、長岡市民、それに 
山間の山古志村に住んでいる会員も 
いる◦四日後、 ょぅやく 全メンバー 
と家族の安否が確認され、三役が緊 
急に集まった。 

幹事の5?吉沢義弘の家は半壊だっ 
った◦基礎が壊れ、外壁が崩れた。 
壁土が落ち、屋根瓦はほとんど後を 
留めぬほど落ちてしまった。 

会計の JI 横田隆の自宅も半壊状態 
だった。壁はほとんど崩れ落ち、屋 
根が傾き瓦は落ちてしまった◦家財 
は倒れ土まみれだった◦物は倒れた 
が、雪国の建物だけに梁はがっしり 
していたから、家は倒れずにすんだ。 
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/J \ 千谷市で長期にわたる炊き出し奉仕を続けた柏崎のライオンズ 



上：震度7の激震に見舞われた川口町•田麦山地区の大形集落 
下：小千谷インターチエンジに近い小千谷市藪川地区の宇都宮神社 
写真提供:桜井邦彦(小千谷ライオンズ P ) 
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勤出来る状態ではなかった◦よぅや 
く緊急会議を招集出来たのは、二十 
六日になってからであつた。直ちに 
対策本部を設置し、義援金の口座を 
開設した。 

事務局への問い合わせが殺到した 
が、事務局員がいない。 

「支援のキャラバン隊を組んで行き 
たいが、 ど、 っか」 

「現地の情報を詳しく知りたい」 
「道路状況はどぅなっているか」 
応対しきれぬほどの電話だった。 
余震の続く中で、武士俣勇一郎事務 
局長が対応した。揺れる事務所の中、 
5?武士俣は覚悟を決めていた。 

「死ぬのはどうせ一回だ」 


だが、三役が連れ立ってメンバー 
の家を回ると、被害は当然ながら一 
様ではなかった。 

自宅が全壊した者五人、半壊十三 
人、一部損壊三十九人、幸い事業所 
の全壊はなく、半壊した者九人、残 
りは一部損壊に留まっていた。 

何ょりも幸いだったのは、阪神. 
淡路大震災の経験が生かされて、ガ 
ス栓が地震の揺れで自動的に閉まる 
ょぅになっていたことだった。夕飯 
仕度時間の烈震だったから、このシ 
ステムが作動していなかつたら、ど 
んな二次災害が発生していたかしれ 
ない。 


住民七万人が緊急避難生活 
柏崎のライオンズが立ち上がる 


日がたつにつれ被害の凄まじさが 
次第にあらわになっていった。家屋 
の下敷きになったり、避難生活の ス 
トレスな どで四十人が死亡し、重軽 
傷者は約四千五百人。家屋の被害は 
全壊約二千八百棟を含む約十万棟に 
達した。 

被災地では、「こんなにおれたち 
が苦しんでいるのに、同じ新潟でも、 
他人事だと思つているんじやない 
か」とい、つ I 尸も聞かれたが、そんな 


ことはない。 

全国のラィオンズの立ち上がりは 
素早かった。二十六日、飲料水を持 
って 小千谷に入った JI 上森一利の報 
告を元に、新潟県•柏崎日本海ラィ 
オンズ r (坪田秀雄会長/49人)は 
二十九日から、小千谷市総合体育館 
での焚き出しを開始した◦坪田会長 
は更に柏崎、柏崎米山の両クラブに 
協力を呼び掛けた。クラブは緊急理 
事会を招集して参加を決めた。 

柏崎も震度五弱の強震で市内全域 
の道路が破損し、山間部では家屋の 
被害が出ていた◦二十六棟が全壊し 
大規模半壊は五十五棟に及び、けが 
人も七十人ほど出ていた◦それでも、 
より被害の大きい地域の手助けのた 
めに三クラブが一丸となつた。 

こぅして十一月二十日まで、二十 
四日間に及ぶ長期の焚き出し奉仕が 
始まつた。 

一方、被災地全域の被害状況を把 
握し、対策を練るべき立場にあつた 
333 - A 地区キャビネットは、被災直 
後ほとんど機能を失つていた。 

キャビネット事務局の置かれた長 
岡市自体が激震にさらされ、小池誠 
毅ガバナーの自宅も半壊状態であっ 
た。石垣はことごとく崩れた。 

役員もまた被災し、事務局員も出 

























大阪帝塚山ライオンズヂは長期的に山古志村支援に取り組むという 



333- C 地区と 335- A 地区の有志ライオンによる炊き出し奉仕 


衣類•肌着、衛生用品、牛乳、野菜 
ジユースなど、被災者のニーズに合 
つた物資を購入してきた。 

更に支援物資搬入後、同クラブの 
K 山腰忠章と K 水野芳夫は、山古志 
村災害対策本部を訪ね、長島忠美村 
長に、今後はケアを中心に長期的な 
支援を考えたいと伝えた◦現在、ク 
ラブ内では女性クラブにも呼び掛け 
ラィオンズらしい慰問をするとか、 
少しでも現金収入に繋がる仕事を持 
つて行き、山古志発の商品として販 
売するなどの案が出ているとい、つ。 

また、柏崎の三クラブが焚き出し 
支援を始めて三日目、十一月二日に 


全国から殺到した 
ライオンズの本格的支援 


国際協会公認ネッ トワ^— ク 「ライ 
オンネット•ジャパン」の呼び掛け 
で支援物資が集まり出した。 

これを被災地に 届けょ、 つと ライオ 
ンズが結集した。ライオンネット管 
理者の一人橋本維久夫前 335 -八地区 
IT 委員長と二人の前委員、 5? 橋本 
が所属する兵庫県•明石魚住ライオ 
ンズの有志五人、千葉県からも ！ K 
杉山民生、 5 ? 高橋昌男ら 333 -〇地区 
IT 委員会のメンバーが加わった。 


なると トラックに機材を積んで東京 
赤羽ライオンズ r が到着し、手早く 
焚き出し活動を開始した◦災害時に 
必要な手順を心得た動きだった。 

八日、新潟県の加茂ライオンズ r 
が救援物資を携えて小千谷へ急行し 
た。二日後、愛媛県•大洲ライオン 
ズ r が小千谷小学校で焚き出し奉仕 
を開始した。支援の輪は急速に広が 
り、 333 -八地区が設けた口座に続々 
と義援金が集まり出した。 

キャビネットは 地域の被災状況の 
把握に精力的に取り組み、マスコミ 
情報も参考にしながら、十一月末、 
余震続く被災地の視察を開始した。 


家を失い仕事を失い 
位牌を持つて逃げた 


小千谷ラィオンズ介ラには山古志村 
木毫に住む会員が一人いる◦飼料. 
肥料商を営む5?松井靖博だった◦状 
況はさんたんたるものだった。 

その瞬間、5?松井はとっさに何か 
が爆発したと思った◦重く鈍い激烈 
な音と共に下から突き上げられた。 
家が上下に揺れた◦隣家へ逃げた。 

木毫集落は二十五軒◦集落の近く 
を流れる川があふれた。下流が山崩 
れでせき止められた。一日一日水位 


ライオンネットでは、 333 -八地区 
のホームぺージ上に設置された「震 
災掲示板」で長岡ライオンズ r の丸 
山隆幹事と連絡を取り合って、三十 
一日、支援物資を積んで長岡大手高 
校に入った。そこには、全村避難が 
続く山古志村の人々がいた。 

長岡ライオンズ r は地震から一週 
間近くたった二十九日になっても、 
会員の被災状況すら把握出来ぬほ 
ど、自らが襲われた災害の後始末に 
追われていた◦それでも丸山幹事を 
始め、数人の会員が長岡大手高校に 
集合、全国のライオンズから寄せら 
れた支援物資を体育館に搬入した。 

その後、一行は六百人が避難する 
新潟大学付属小学校に向かい、、っど 
んの焚き出しを行った。同行した兵 
庫県•山南ライオンズ r の5?浅原保 
弘はそのまま残り、応急危険度判定 
士として、ボランティアで長岡市内 
の建物の調査に当たった。 

ライオン ネットと 同じ日、大阪帝 
塚山ライオンズ r も二百三十万円の 
支援物資を整え、四トントラックで長 
岡大手高校に入った。三十五周年記 
念事業を、急遽、山古志村支援に振 
り替えたもので、前日まで山古志村 
災害対策本部と連絡を取って、携帯 
電話充電器、灯油ポンプ、洗面器、 
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新潟県中越地震への対處のご報告とご支援へのお礼 

333•人地区ガバナー小池誠毅 

昨年1〇月23日午後5時こ最大震度7の巨大地震が新潟県中越地方を 
襲い、広、、範囲にわたリ未曾有の M 害をもたらしました0 

地震絶生直後から全国のライオンズの皆様から、溫力'、ご支援のお申し 
出や*^こ対するご配、ご照^^を多数頂戴致し1した。私ども福^地 
のライオンズと致し1しても、災害対本部を立ら上げ対虎致し1したが、 
役職員自らもネ皮^し、その対庇にも追われたことなどから、適切なご対虎 
が出来なかった点も、多々あったものと思い、皆様にご迷惑やご to 配をお 
かけしたことと反省してお*)ます0 

義援金は全国のライオンズの皆祿始め、韓国や台湾からもお寄せ頂き、 
その額は1月20日現在、164；757073円と、私どもの予想を超える大きな 
金額に上り1した。早速にお礼を申し述べさせマ頂くべきところでござい 
1したが、地;ほかの業務が*#するなどから、いまだ失礼をしてい 
る状況でござ'います。今後、出来るだけ罕い時娜こお礼のごあいさつをさ 
せて頂く所存でごさ、'いますので、事]•青ご賢察の上、なにとぞご容赦くださ 
いますようお願、、申し上げます。 

義援金の活用につきましては、12月1〇日現在でお寄せ頂いた約1德 
3,000万円を新潟県3,000万円、被災市町村 （15 市町村）約6,700万円、 
ネ皮災地ライオンズクラブ （18 クラブ。地域 M 災者を長期的に支援するこ 
とへの活用を主目的）約3,300万円 （ LCF 緊急援助金の活用を含む）に配 
分し贈呈させて頂51した0贈呈先の県や市町村等からは全国のライオン 
ズクラブ会員のご厚意に対し、深、、感謝の意を頂、、ており1す0 

その後も義援金をお寄せ頂いており、今後、第2次贈呈等を含め有劫に 
梗わせて頂きたいと考えております。 

当地では現在、本格的な雪の拳節を逆えており1すが、近年では比較的 
多い雪との戦いも合わせ、被災者は一層の負担を強いられマお*)、更なる 
支援も考えていく级要があリます。 

当キャビネットでは、皆様からの格別のご厚意を to 強く受け止め、今後 
も地震被災からの1日も早、、復興のための支援に努力して参りたいと考え 
マおリ1す 0 

末筆ながら本誌上をお借りしまして、義援妙支援物資をお射頂いた 
ライオンズの皆様、激助のお言葉やご配を頂いた皆様に to よリお礼を申 
し上げます。 


が上がり、十日後、家は水没した。 

一年 i 刖に建て始めて、五月に竣工し、 
住んで五力月の家だった。集落の十 
二軒の家が沈んだ。 

竹沢地区にある事務所、食庫は半 
壊だった。車が埋まり、先祖の墓も 
崖崩れで埋まってしまった。残った 
のは位牌だけだった。 

被災状況を調査するうちに、キヤ 
ビ ネット 役員たちは、地域の ライオ 
ンズが自らも被災者なのに、なお地 


域の人々のために活動を続けている 
ことを 改めて確認する結果となった。 

小千谷ラィオンズ介ラは、南中学校 
の女子生徒が、全国の女子駅伝に参 
加出来るかどぅか危ぶまれているこ 
とを知った。これまでは父兄の支援 
で派遣費用を捻出してきた。父兄の 
被災でその見通しがつかない。 

被災の悲しみから立ち上がる市民 
に元気を出してもらうためにも、参 
加させてやりたい。クラブは全員の 


賛成で支援を決め、十二月七日、南 
中学駅伝チームに支援金を贈った。 

その十二月も押し詰まった二十二 
日、鬼木雅治333複合地区ガバナー協 
議会議長、小池誠毅333- A 地区ガバ 
ナー、鈴木正二333-3地区ガバナー、 
林護333-〇地区ガバナーらが新潟県 
庁を訪れ、泉田裕彦県知事へ全国の 
ライオンズクラブから寄せられた義 
援金一億三千四十七万円の目録を贈 
呈した。内訳は県に対して三千万円、 


後の一億余円は各市町村に七割、被 
災クラブに三割の比率で配分すると 
いぅものだった。 

小池ガバナ^ —らキャビネット役員 
は二十、二十一の両日、被災地を回 
り、長岡市に二千六百万円、小千谷 
市に八百七十万円、川口町四百万円、 
小国町二百七十万円など、その他十 
余の被災市町村に義援金を贈った。 

ちょぅど長岡市に義援金を持参し 
た二十日には、福岡県•北九州小文 
字ラィオンズ r が山古志村災害対策 
本部を訪れ、百万円を贈った。 

被災対策に奔走した333-<^地区キ 
ャビネットの役員たちは、改めて緊 
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中越地震後、初めて開かれた小千谷ライオンズ r 例会 



ライオンネットで集まった支援物資はネットの可能性を感じさせた 


この一年に、希望を託すしかないの 
だ◦全員の声に力が込もった。 

「立ち上がれ！立ち上がれ！」 

思いを込めた唄|尸だった。 

新潟県を襲った大震災◦被災地は 
十六市、十八町と五つの村に及んだ。 

死者四十人、重軽傷四千五百六十 
四人、全壊二千八百八十八所帯、大 
規模半壊千七百二十世帯、半壊九千 
九百所帯、一部損壊おょそ一万世帯。 

この数字の陰に、雪に 埋まり 出し 
た新潟の苦悩がある。 

だが、明けぬ夜はない。 

元気だしていこ^-新潟 

(ルポライタ1\篠崎淳之介 ) 


者が代行出来ぬものか◦その点で、 
小千谷市と山を越えて接する柏崎の 
三クラブが実施した活動が、大きな 
ヒントになるのではないか。 

更にメーリング•リストを活用し 
て、いち早く全国の仲間に支援を呼 
び掛けたラィオンネット•ジャパン 
をもっと活用出来ないか◦昨年は大 
きな災宝 n が起こるたびに、ネット上 
では全国のライオンズの間で、メー 
ルが飛び交っていた。 IT 時代にふ 
さわし い対応があるはずだ〇 


元気だしていこ- 

中越の人々 


二〇〇五年一月五日、小千谷市城 
内 一丁目のサンプラザで、被災後初 
めてとなる小千谷ラィオンズ^の例 
が開かれた。 

例会に先立って開かれた理事会で 
は、配分を任された全国からの義援 
金と、直接クラブに寄せられた義援 
金 およそ 三百万円の用途が検討され 
た◦除雪車はどぅか、 とい、っ 意見が 
あった◦仮設住宅では結露がひどく、 
洗濯物を干す場がないから、集会所 
に乾燥機が ほしい、という 要望 もあ 
つた ◦心の ケアを 考える事業を起こ 
してはど、つか◦意見が飛び交った。 


結局、現在も引き続き寄せられて 
いる 義援金を含めて、特別会計口座 
を設けて管理し、使途は今後の状況 
も 見据えて考慮し ょ、っ、といぅこと 
になつた。 

六時三十分から被災後初の例会が 
開かれた。ガバナーズ•スローガン 
「地域と共生、まことの奉仕」が改 
めて 心を、 っった。 

自宅が全壊した宮川会長があいさ 
つに立った。 

「二力月ぶりの例会です◦頭の中は 
トラゥマ 状態ですが、積もり積もっ 
た鬱積をここで吐き出してほしい」 

あいさつに万感の思いが込もって 
いた◦幹事報告、理事会からの報告、 
ドネーション発表、家屋全壊の会員 
からの見舞金に対する感謝の言葉な 
どがあって、懇親会に移った。 

再起を誓ぅ乾杯の後、互いの近況 
に話が弾み、やがて新年恒例、全員 
の唱和にょる祝い唄「天神囉子」と 
なった。 

「めでたやコーレヤの 

御台所に竈が八つになアょ 

後ろに蔵が九つ」 

無事な新年であれば、それを祝、つ 
唄だった。だが、祝うべき家そのも 
のを失い、仮設住宅住まいの会員が 
いた◦それでも全員が声張り上げた。 


急事態に備えた対策の重要さを思 
い、被災者の境涯に思いを馳せた。 
「雪国の魂というか、忍耐力の強さ、 
復興への心意気を感じた」 

と、西村紀男対策本部長代行が語 
る一方、村上聖市幹事や近藤栄一会 
計、武士俣事務局長らは、 

「全体でど、っ対応するか決まってい 
れば、事務的な対応ももっと円滑に 
いったろ、っ。また、不公平感のない 
ように義援金をどう使うか◦マニユ 
アルを作れないだろうか」 

と語る。課題は残った◦今回のよ 
うにキャビネット自体が被災した場 
合、その役割を近接地か、その他の 
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「ウイ • サーブ」の精神の下に 
_人でも多くの仲間が集えるように 



■国際理事 

大久保彦 

(長崎東) 


「国際理事だより」を何回か皆さんに 
ご報告して参りしたが、その度に大き 
な天災が重なり、最近の地球全体の気 
象環境の激変には心が辛くなります。 

私は一月十一日から四日間、シカゴ 
で IOGI (国際役員会員増強運動) 
会議に出席して参りました◦一月のシ 
カゴは零下十一度とい^^、私のよ、っな 
日本の南で生まれた者には信じられな 
いよぅな厳しい寒さでありました。会 
議に集まった役員たちの間でもスマト 
ラ沖地震による大津波が話題になりま 
した。 TSUNAMI は日本語から発 
し、世界に通用する言葉であることは 
知っていましたが、これに該当する言 
葉がないほど、多くの国々では経験が 
少なく、今回の被害の甚大なこともぅ 
なずけるかと思います。何とか早い復 
旧をと願つています ◦ L c IF からも 
五百万ドルの援助が成されることが決ま 
りました。 

さて、私たちのライオンズクラブは 
一九一七年に小さな灯りを灯してから 
八十八年、それこそ大きな津波のよう 


に世界中に広がり、今日の巨大なエネ 
ルギーを持つ奉仕団体に成長したので 
ありますが、これを存続するには並大 
抵の努力では極めて難しいことと、近 
年また改めて実感しております。世界 
中で会員増強が叫ばれ、毎年ごとの国 
際会長はその維持•増強に心を砕いて 
きました。今年度のクジアク国際会長 
は IOGI を提唱し、このたび国際役 
員たちが討議を行つたわけです。 

人間だれでも年を取ります◦会員の 
自然減少はやむを得ないわけで、我が 
国でも毎年千人以上のライオンズ•メ 
ンバーが亡くなられています。しかし 
これとは別に、現在日本には元ライオ 
ン、つまり健在な退会会員が十五万人 
いると言われています◦在籍会員数を 
上回る数です。私たちはなぜこのょぅ 
なことになつたのかを考える時ではな 
いかと思います。もし、彼らが今も私 
たちの仲間であつたなら、日本ライオ 
ンズは三十万人の大勢力を誇り、それ 
こそ本家アメリカを脅かすほどの強大 
な存在になつたでありましょ、っ。そぅ 
思/っと残念な限りであります。 

一度入会してライオンズを経験し退 
会した人々に注目して、ライオンズの 
存在意義などに関してこの方たちの意 
見を聞いてみることも一つの手段であ 
り、あるいは再び仲間として迎えるこ 


とも不可能ではないと思います。現に 
私の周囲にも再入会された方は複数見 
られます。 

国際協会では、ケイ•フクシマニ〇 
〇二年度国際会長がインパクト•チー 
ムを提唱し、翌年度のテーサップ•リ 
1会長はこれを継承、今年度のクジア 
ク会長は IOGI を展開しています。 
しかし国際役員の中にも、会員増強に 
毎年毎年新しいシステムを立ち上げる 
のではなく、五年、十年と一貫した方 
針を立案すべしとの意見が多く、私も 
同意見であります。そぅでなければク 
ラブも地区も困ると、今回の会議で発 
言して参りました。 

四月一日からはワシントン DC で国 
際理事会が行われます◦会員増強はも 
ちろん大切でありますが、ライオンズ 
の精神である奉仕のあり方について、 
真摯な討論を期間いつぱい出来ること 
を期待しております◦またの機会にご 
報告出来ると思います。 

会員の減少は重大な問題であります 
が、数字よりも、大切な「ライオンズ 
精神=魂」が失われることが脅威であ 
ると私は考えております◦失つてはな 
らないいちばん大切なことを私たちは 
忘れないよぅに、その上で新しい仲間 
が一人でも多く出来ることを心から願 
つております〇 
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将来のリ—ダ—を養成する 

上位ライオンズ•リ—ダ—シップ研究会 


=1〇〇四竿二月六日〜十日フイリピン.マニラ市マニラ.パビリオンホー 


十二月六日から十日まで、フィリ 
ピン•マニラのマニラ•パビリオン 
ホテルにおいて、東洋•東南アジア 
地域の上位ラィオンズ•リ—ダ—シ 
ップ 研究会 ( SLLI ) が開催され 
た。これは地区レベルのリ—ダ—養 
成を目的に国際協会が主催している 
もので、各会則地域ごとにエリア. 
フォ—ラムに合わせて開かれる。講 
義は使用言語ごとに実施されるが、 
今回は英語、中国語、韓国語、日本 
語の四クラスに分かれた。日本語グ 
ル—プは二十七地区から三十六人が 
参加。講師は多久良男( 335 -<地区)、 
後藤隆I ( 333 - C 地区)、井村|男 
(337 - C 地区)の三人の地区ガバナ 
I 経験者が務め、^団英男( 335 - A 
地区)が、アシスタントとして資料 
作成や通訳などのサボ—卜に当たつ 
た。今回の研究会の様子を、^団の 
メモを元に振り返つてみ よう。 


十二月五日(日) 

午前十時から、今回の研究会の講 
師ミーテイングが マニラ •パピ リオ 
ンホテルであり、 OSEAL 地域か 
ら十一人の講師と国際協会リーダー 
シップ部のバテイ•レッペン部長が 
集まった◦講師は、英語 クラス 三人 
(香港、シンガポ^~ ル、タイ)、 中国 
語 クラス 三人、韓国語 クラス ニ人、 
そして日本語 クラスは ^多久、 JI 井 
村、^後藤といぅ陣容である。各国 
語とも講師は過去の sL L I の経験 
者が多く、講義の進め方にもそれぞ 
れ特徴のある内容を考えているよぅ 
であった。 

本来ならば、この場で受講生に配 
布する資料や名札を準備することに 
なつていた◦が、度重なる台風と豪 
雨の影響で、シカゴから送られた資 


料類の通関が遅れ、空港でとまって 
いた。結局、その日は実質的な準備 
は出来ず、夕方、再び全員で集まり、 
翌日からの打ち合わせと研究会の成 
功を祈って食事会が開かれた。 


前日の情報では午前十時までに通 
関が完了して資料類が届くといぅこ 
とであったが、 いくら 待っても何の 
情報もなく、講師陣は不安の色を隠 
せなかった◦日本からの参加者の皆 
さんが、続々と会場兼宿泊場所とな 
るパビリオンホテルに集まり始めた 
ので、チェックィンのお手伝いをし 
た。皆さん、〇 SEAL フォー ラム 
から引き続きの参加のため、長期間 
の滞在となり、多少の疲労を覚えて 
いる方も見受けられた◦が、ほぼ全 
員、指定時間までにチエツクインを 


済ませ、午後三時からの登録受付に 
集まった〇 

資料の到着は何とかギリギリで間 
に合ったものの、日本は国際本部が 
予定していた参加人数をォーバーし 
たため、資料の一部が不足する事態 
となり、大急ぎでコピーで間に合わ 
せる といぅ ことになつてしまつた。 
出来ることであれば、多少の予備を 
用意してもらえれば、迷惑もかから 
なかったのにと思いながらも、コピ 
1になってしまった方のために、他 
の言語で余っていたファィルを譲り 
受け、資料にパンチをして急場をし 
のいだ。 

資料については、 ょく 考えられた 
内容ではあるが、 アメリカの 会社が 
作ったものを日本語訳にしているた 
め、多少理解に苦しむ点があるとの、 
受講者からの意見が聞かれた。また、 
1 貝料はレ タ 1サィズとい/っ アメリカ 
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講義が進む中で、現在、自分の 
中にあるライオンズクラブのモヤ 
モヤの原因がイ可であったのか、ど 
ういうことなのか少し分かったよ 
うな気がする。たった1枚の絵に、 

それは表現されていた。荷車を大 
地を踏みしめながら引っ張る人、 

後を一生懸命押している人、だが 
車輪はなぜだか四角いタイヤ、荷 
台には丸いタイヤがあり口ープも積んである。これは 
スバラシィ。なんだか私はこれを探し求めていたよう 
な気がする0 (林道弘 /337- B 地区） 



受付を済ませ団から渡された 
「スパイする」のプリントで、い 
きなり英会話モード。必死で5人 
(マレーシア、台湾、シンガボー 
ノレ、フイリピン、香港）のサイン 
を頂きましたが、初対面の日本の 
参加者が困惑モードに入っている 
のを見て余計なお節介。不思議な 
ことに韓国のメンバーにサインを 
ねだろうとしても、数力月間あれだけ勉強したハング 
ルマルが出てきません。相当のパニツク状態になって 
いたようです。（矢部祥榮 /330- B 地区） 




で広く使われている用紙サィズで作 
られているが、日本では国際規格の 
用紙が一般的であり、この点も改良 
しても らいたい との 意見があつた。 

受付では、それぞれの受講生のお 
名前確認と、緊急時の連絡先を聞い 
て、国際協会に報告するよぅにとの 
指示が出ていた◦受付を済ませたメ 
ンバーは、「アイスブレイク」とい 
、つ、緊張緩和のためのゲームをする 
ことになつた◦「スパイする」と名 



付けられたこのゲームは 、 OSEA 
L 地域から参加している約百人のメ 

y マ /:~との コミュニケ^ ~シ ョン を図 
りつつ、お互いの自己紹介も兼ねて 
五つの指定された条件に見合、っメン 
バ - ~を探してサィンをもら、っといっ 
もの。受講生はいきなり各国のメン 
バーに話し掛ける ことにな り、 あち 
こちで 交歓する光景が見られた ◦こ 
のよぅな形式は、日本から参加して 
いるメンバーには多少の戸惑いもあ 
つたようだが、皆さん楽しみながら 
ゲームをし、多少なりとも緊張は緩 
和出来たのではないかと思、つ。 

受付及びアイスブレイクの後は、 


s L L I の開会式が全員参加で開催 
された。各国から集まった参加者に 
は、これから五日間の講義について 
の期待と不安が交錯しているようで 
はあったが、講師から励ましの言葉 
をかけられ、全員やる気を感じたよ 
うだ0 

午後五時十五分から早速、??多久 
による第一時間目の講義「指導力の 
変化」が始ま 
った。その中 
で示された 
「四角い車輪 
(写真上)」の 
スラィドを見 
た受講生の皆 
さんは、一様 
に何かを感じ 
られたようで 
あった。 

初日の講義 
は一単元だけ 
であったが、 
受講生の皆さ 
んの表情から 
は、研究会への期待が見て取れた。 

一日の終わりには、参加者全員が同 
じ場所で同じ食事を食べる とい、 つ学 
生時代を思い出させるような食事時 
間が設けられていた。 



十二月七日(火) 

いよいよ本格的な講義のスタ1卜 
である。アシスタントとしての一日 
は早い。前日、これから毎日講義が 
始まる前に、各テーブルの組み合わ 
せを変えるよぅにとの^多久の指示 
があり、夜中までかかって出来るだ 
け同じ人が一緒にならないよぅな組 
み合わせを考えた。そのせいで、多 
少寝不足ではあったが、朝食も指定 
された場所で食べなければならない 
ので、午前六時半にはレストランへ 
行った。そして、午前八時からの講 
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日本全国から参加された方たち 
と5日間一緒に講習を受け、私の 
輪がまた広がったと感謝。一つの 
テー ブルで一 緒になって作ったス 
トローのタワー。年など関係なく 
同志として活動出来る喜び、目的 
を同じくするライオンの仲間、ラ 
イオンとしての基本をもう一度再 
認識することが出来たこと、そし 
て講師の先生方がとても分かりやすく話してくださっ 
たこと。私もクラブに帰って早速、使わせてもらおう 
と思っています。（高橋かず子/ 335- B 地区） 


「公共演説」では、これまで何 
となく準備していたスピーチ原 
稿の、系統だった手順を学べま 
した。以前先輩から、100人の前 
で3分間話すなら、準備に300分 
はかけろと教えられました。今 
後は多くの人の前でスピーチを 
する機会が多くなります。今回 
学んだ手順を生かして、事に臨 
みたいと思います。4泊5日の研究会参加というのは 
初めての経験でしたが、たいへん疲れたと同時に充実 
した5日間でもありました。洒原透/ 336- A 地区） 



pick up 


講師から受講者への一方的な教 
育指導ではなく講師陣も一緒に考 
えて、受講者が最善の解答を出せ 
るように導いて頂きました。特に 
「効果的なコミュニケーシヨン」 

では理想的なチー厶には異なる性 
格の4人が必要であり、互いに尊 
重し信頼して自ら進んで順応する 
ように努力することを教わりまし 
た。そして何よりも2分間スピーチにおきましては、 
スピーチまでの綿密な準備の大切さを身をもって実感 
致しました。（二瓶克雄/ 332- D 地区） 



義に間に合ぅよぅに、テーブルのセ 
ッテイングと、その日に使、っデータ 
や資料を事前に準備した。 

まだ、参加者のお名前とお顔が 一 
致しないため、 一日 二回の出席点呼 
に苦労をした。国際協会が用意した 
出席簿には、各人のサインをもら、っ 
方法を取り、始業前に一度と昼食後 
に一度の点呼を取った。 

今日の講義内容は、「ライオンズ 
の基本/組織機構」「効果的なコミ 
ユニケーション」「公共演説 」 「LC 
IF 」 についてであった◦三人の講 
師は、それぞれ事前に周到な準備を 
されており、 ひと 時たり とも 気が抜 
ける場所もないよ、っに感じられた。 

十二月八日(水) 

三日 目と もなる と、 ほとんどの参 
加者と話をする機会があり、ほぼ全 
員のお名前を覚えるまでになつてい 
た◦この日の講義は、午前中に「計 
画管理」「チームを支援する」、午後 
に「多様性」「会員プログラム」が 
組まれた。「チームを支援する」で 
は、日本から用意してきたストロー 
とテ^~プを六人一組のチ^~ムに配 
り、絶対に声を出さないとい、つ条件 
の下、全員協力し4口って一つのタワ 



1 ( 塔)を作る競争をした◦これを 
通じて、お互いを理解するには話し 
合いが必要であることを学び、また 
自然発生的なリーダーの存在などに 
気づいた方もいたょぅである。 

毎日、講義は午後五時すぎまで行 
われ、その後、参加者は一度部屋に 
戻りシャヮーを浴びたり、その日の 
復習をしたりしている間、各国講師 
はミーティングをして、その日の報 
告と反省、また国際協会への要望な 
どを話す機会があつた◦今回は資料 
の到着が遅れたり、国際本部の担当 
者が急病となり、急きょ、リ^~ ダ '~ 
シップ部の部長が代役を務めること 
になったなど、いくつかのアクシデ 
ントがあった割には、スムーズに進 
行している印象を受けた。 


この日の夕食もまた、前日と同じ 
よぅなものだった。これには、参加 
者からの苦情も寄せられていた。 

十二月九日(木) 

さすがに四日目になると、参加者 
だけではなく講師陣にも疲労がたま 
ってき ているよ、っだ。私も朝食の時 
間にあやぅく遅れるところだった。 
大急ぎで食事をして、今日の座席の 
組み合わせと資料の準備をした。 

いよいよ講義も大詰めを迎え、こ 
の日は「メンター(模範的指導)」「対 
立を処理する」「創造性 I の講義の後、 
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ぃ 7 私は初回から6年連続で講師を 

務めさせて頂いておりますが、内 
I ^ ^ 容は最初からほとんど変わってい 

lltk ' ません。確かに密度の濃い講義だ 

aSb と思いますが、テキストを単に各 
^ 国語に麵するだけでなぐそれ 

ぞれの国や地域のこ-ズに合わ 
せ、例えば日本の会員にとってあ 
まり必要性を感じない「多様性」 
「創造性」「計画管理」の課目を一つにまとめ、実務面 
に重点をおいた課目を増やすなどの工夫も必要ではな 
いかと感じます。（多久良男/ 335- A 地区） 


コミュニケーシヨンから事業管 
理まで、実に役立つ内容ばかりで 
大きな収穫を得ました。特に印象 
に残ったのは集団の中での「対立 
解消」の講義。組織を運営する上 
で重要なポイントとして、また目 
的としてとらえ、メモをいちばん 
多くとっていました。「議論を重 
ねて意見を集約する」ことの大切 
さを改めて知った次第。議論、集約、理解を深めてい 
く。これまで議論を交わす機会が少なかったことに気 
づいたものです。（渡邊晃 /330- B 地区） 



研究会の総括を書く時間が設けられ 
ていた。また、二日目から始まつた 
各地区報告スピーチも一巡した。 

今回参加されたメンバーのうち十 
四人は次期の地区ガバナーに就任さ 
れる方であり、また数人はキャビネ 
ット幹事予定者だった◦それぞれ次 
期への思いや他地区の実情を聞くな 
ど情報交換の 場と しても大いに利用 
されて いるよ、っ だ。 

今夜、最後の夕食会はこの研究会 
の成功を祝うために各国参加者によ 
る演芸大会をしようとい、っ提案があ 
り、我がニッボンチームも、出し物 
をみんなで検討した結果、全員で 


P 

k 


「炭坑節」を踊ることになつた。あ 
まり盆踊りには縁のないような方が 
多い中、さすが芸自慢のメンバ^ —は 
いるもので、栃木の^太 田 信人が自 
慢の声をあげ、福島のロニ瓶克雄が 
掛け声を、そして千葉の^皆 川 春安 
を先頭に参加者全員が踊るというパ 
フォーマンスを披露した。会場が多 
少狭かったが、全員四日間のストレ 
ス発散で、痛快なお国自慢を他の国 
の参加者に見てもらうことが出来た 
上うだ0 

十二月十日(金) 

最終日もいつものように午前七時 
前には朝食を食べ、最後の準備にか 
かった。最終日は、全員によるプレ 
ゼンテ^—ションで二分間スピ^ —チを 
した。スピーチの題目は、次の四つ 
の中から選ぶことが、講師より提示 
された。①クラブ運営、②クラブ例 
会、③アクティビティ、④会員増強 
である。 

前日、^後藤からスピーチのトッ 
プバッタ1を指名されていたので、 
私は③のアクティビティを選び、新 
潟•福井の水害で、インタ1ネット 
を通じて全国から寄せられた支援と 
友情について話す機会を持てた。 


全員持ち時間は厳密に二分間と決 
められ、ストップウォッチで計測さ 
れ一分半後に予鈴、二分で話を終え 
る方式で次々とスピーチが進められ 
た。順番は337-0地区から始め、順 
番に北へと向った。 

全員のスピ^—チが終わったところ 
で、講師三人から今回の研究会の評 
価があり、引き続き研究会の修了証 
書が受講者一人ずつに手渡された。 

閉会後、参加者はそれぞれの飛行 
機の出発時間に合わせホテルを後に 
して帰国の途についた。 

今回の上位ラィオンズ•リ^~ダ^~ 
シップ研究会に講師アシスタントと 
して参加させて頂いたこの経験は、 
きつと将来役に立つことがあると思 
、っ。 JI 井村の講義の中で出たこの言 
葉がとても印象的であった。 

「真の成功 

私たちが一生の間に受ける表彰状 
は、やがて色あせてしまいます◦建 
設した記念碑は崩れ去り、記念品も 
鐘びついてしま、 っでしょ、っ。 しかし、 
他者に対する善行は、この世に永久 
に作用し続けます。それぞれの世代 
が、次世代の指導者を育成すること 
の意義と方法を、次世代の人々に引 
き継いでいかなければなりません。 
次世代の教育を通してのみ、真の成 


功が約束されることになるのです。 

ジョン • C •マクスウェル」 
上位ライオンズ•リ^ — ，ダ '—シップ 
研究会は、ゾーン、リジョン、地区 
のレベルにおけるリーダーシップの 
職責を担ぅための、ライオンズ指導 
者の技能の向上に焦点が当てられて 
いる。このよぅな研究会が、国際協 
会のトレーニンダの一貫として開催 
されていることは実に素晴らしいこ 
とであり、機会があれば、ぜひ多く 
のメンバーに参加してもらいたいと 
感じた。 

団英男(兵庫県•神戸レインポ！ 
ライオンズカラ元会長) 
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フ V オンズーーユ—スカセツト 




Q スペシヤルオ： 
季世界大会. 


スペシャルオリンピックス欠// 
長野へ協力金 

スペシャルオリンピックス冬季世界大会. 
長野 ( SONA ) の開幕まで四十七日となつ 
た一月十日、メーン会場となる長野市を始め 
県内三力所で五十日前イベントが開催され、 
このぅち長野市•県民文化会館で開かれたチ 
ャリ テイ ー •コンサ ー トに おいて、日本 ライ 
オンズからの協力金の目録が贈呈された◦開 
催地となる 334 -£地区(長野県)は各地区に 
会員一人あたり三百円( 334 複合地区内は別途 
設定)の協力を要請、一月十一日現在、全国 
から四千三百八十七万三千百円が寄せられて 
いる。 

この日はチャリテイー•コンサートに先立 
ち贈呈式が行われ、野中杏一郎八複合地区ガ 
バナー協議会議長連絡会議世話人から保科正 
之 SONA 事務総長へ目録が手渡され、塚田 
俊之 SONA 広報•募金協力会会長から野中 
世話人へ、保科事務総長から松本東前地区ガ 



バナーへ、それぞれ感謝状が贈られた。 

スペシャルオリンピックスは知的発達障害 
のある人たちにスポーツ•トレーニングと成 
果の発表の場である競技会を提供する活動 
で、夏季、冬季の世界大会をそれぞれ四年に 
一回開催して いる。 アジアで最初の世界大会 
となる SONA は、二月二十六日〜三月五日 
まで、世界約五十の国と地域から三千人余り 
の選手団を迎えて開かれる。期間中は LCI 
F 四大交付金プログラムに指定されているス 
ペシャルオリンピックス-オープニング•ア 
ィズ•プログラムも実施され、アスリートた 
ちの目の検診が行われる。 




香港国際大会ホスト委員長 
二 b が来日 

今年六月に香港で開催される第八十八回国 
際大会の PR のた め、 香港の ウィン•クン. 
タム 国際 理爭、 ポ^^ル •ファン •ホスト委員 
長が来日され、一月二十四日、東京•丸の内 
の日本ラィオンズ連絡事務所で開催された第 
四回複合地区国際大会委員長連絡会議に出席 
した。 タム 国際理事はあいさつの中で、日本 
からの参加は三千五百人を見込んでいると述 
ベ、大会の成功のため大勢の参加と協力を呼 
び掛け、続いて ファン 委員長からプレ ゼン テ 
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丨ションが行われ 
た◦大会登録者に 
は中国•深圳への 
観光ッアー、市内 
sg 光ッアー、ハー 
バー •クル ー ズの 
いずれかに無料で 
参加出来る公式ッ 
ア^—が用意されて 
いる(登録時に選 
択\定員あり◦先 
着順)。また今大会のオフィシャル•エアラ 
インであるキヤセイ•パシフィック航空の香 
港往復ビジネスクラス航空券二枚が当たる抽 
選に応募出来る特典も用意されている Q 
香港国際大会は、六月二十七日から七月一 
日に開催◦二十八日のパレードは、大会主会 
場となる香港コンベンション&エキシビショ 
ン•センタ ー ( HKCEC ) を起点に約一. 
六％のルートで実施◦初めてホスト国を務め 
た一九九二年の国際大会と同様に、日中の暑 
さを避けて夕刻六時にスタ^—卜する◦また、 
六月二十九日には、一昨年に続き第二回国際 
アカデミー賞授賞式が開催され、優秀クラブ 
の表彰が行われる〇 

香港国際大会や香港に関する情報は左記の 


ゥェブサイトを参考にされたい Q 
•国際協会公式ゥェブサイト日本語版(「二 
ユースとイベント」 i 「国際大会」) 
http://www.lionsclubs.org 
•香港国際大会ホスト委員会(中国語または 
英語のみ) 

http:// • 一 ions 200 Dorg.HIC 
•香港政府観光局 

http://www.dlscoverhongkong.com 

0 国際役員会員増強運動を促 
進するアヮ I ド 

国際役員会員増強運動 ( IOGI ) の目的 
は、世界中で会員数純増を果たすことにある。 
このプログラムを成功させるため、クレメン 
卜•クジアク国際会長を始めとする国際役員 
が各会則地域の責任者となり、地区ガバナー 
が IOGI 担当者として地区内クラブの会員 
増強を促進する役割を担、っ。東洋•東南アジ 
ア地域 ( OSEAL ) の責任者には、テーサ 
ップ•リー前国際会長が就いている。この I 
OGI の目標達成を支えるため、特別アヮー 
ドが設けられることになつた◦二〇〇四年七 
月から〇五年六月の各月に、一力月に三人以 
上の入会があつたクラブには、その月ごとに 
表彰状が贈られる◦表彰状には国際会長と会 


則地域の責任者が署名し、国際本部から所属 
地区に送付されて地区ガバナーが署名して、 
クラブに贈呈される。 

〇 二〇〇三年度 LCIF 献金 
額地区別トツプ20 

ライオンズ国際財団 ( LCIF ) の二〇〇 
三-〇四年度の年次報告が発表された (4411 
に年次報告からの抜粋と会計報告を掲載〇 
報告によると、〇三年度の献金額総額は一、 
九五八万ドルで、前年度(一、七九五三万ドル) 
を上回った。地区別献金額では 334 -八地区が 
トツプ。 上位 一一 十地区は韓国の三地区 H 位、 
十二位、十五位)と台湾の一地区(十三位) 
を除いて日本の地区が占めた◦上位五地区は 
以下の通り。第一位 334 -八(一、三八一、七 
1九ドル)、第二位 335 -3(五五五、|:ーー九四ドル)、 
第三位 354 -0(四五三、二〇七ドル)、第四位 
330- {^(四四五、五四七ドル)、第五位 336-0 
(三九二、九五ードル)。 

また、年度内に新たに八、四八四人が MJ 
F に、一、六五九人が累進 MJF になった〇 
MJF による献金は総額八、八六六、九九三 
ドル、累進 MJF による献金は総額五、六六六、 
八九三ドルで、献金総額の七四*一 r ; を MJF 
献金が占めたことになる〇 
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* 最新情報は国際協会ウエブサイトを 
ご覧ください 

www.lionsclubs.org/JA/index.shtml 




インド洋津波災害の救援のため、 
LCIF は被災各国へ合計二士一 
万ドルの緊急援助金を交付した。地 
元ライオンズは食料、飲料水、衣 
服などの緊急救援活動を続けてい 
る。 LCIF は長期的な復興を目 
的とする大災害援助金二十五万ドル 
も交付。救援活動と同時に、各国 
で再建に向けた動きも始まつてい 
る0 


作りを進めている。 

•インド324複合地区/二、ニニ 
七クラブ六万 I 、七三〇人) 

パラツサラからハリバドに至る 
地域では約七十のライオンズクラ 
ブが連携して被災者キャンプへ食 
料や衣服を配給している。救援セ 
ンタ—ではライオンズ会員の医師 
が無料で治療に当たつている。ラ 
イオンズクラブの救急車二十台と 



一離 si llsf 

麵 MSI 

IPWI!! 

fisli 

一 islii 

isSIEii il 



•ィンドネシア 307 複合地区/ I 
五三クラブ四、四 I 四人) 

メダン近郊の三十クラブはバン 
ダアチヱへの支援物資輸送を支援 
し、毎日トラック四台分の物資を 
送り出している。また、メダンに 
流れ込んだ被災者たちに宿泊施設、 
食料、衣服を提供している。ジャ 
カルタとメダンのライオンズ会員 
の医師たちは医療奉仕を実施して 
いる。また、ライオンズは両親を 
失った孤児たちの教育支援の計画 


イオンズ会 
員の医師団 
がチエンナ 
イ近郊で応 
急手当てに 
従事した。 

324- A 2 
地区のライ 
オンズクラ 
ブはナガパ 
テイナム、ベダランヤ厶、ベラン 
カニの各都市向けにトラックニ十 
二台分の救援物資輸送隊を編成し 
管理するのを支援した。324-<1 
地区のライオンズクラブもナガパ 
テイナムで広範な救援作業を実施 
した。 

•スリランカ 306 複合地区/二九 
四クラブ八、二四六人) 
スリランカではライオンズが政 
府の救援担当当局と大統領の主要 
パ—トナ—の I つとなつている。 


前大統領も現職の住宅担当大臣も 
ライオンズ会員でぁる。 306 -巳地 
区は数力所の被災者キャンプに卜 
ラック六十台分の食料や日用品を 
送った。この輸送作業には警察の 
護送車がつけられた。 306 -<:地区 
は政府の要請を受けてスリランカ 
南部の新しい移転先キャンプでテ 
ント張りの作業に従事している。 

ライオンズと住宅担当省は三千 
戸のプレハブ住宅を|戸当たり約 
千ドルで建設するための予備計画を 
立案している。政府が土地を提供 
し、ライオンズクラブが開発作業 
を監督/管理する。学校、家族用 
福祉センタ—、孤児院に関する共 
同計画も検討されている。 

•タイ 310 複合地区/三 I 三クラ 
ブ九、三七八人) 

タイのライオンズクラブは救援 
活動の最前線にいる。バンコクの 
ライオンズクラブはプ—ケットへ 
給水タンクと救援物資を満載した 
トラックを送つた。ライオンズ会 
員は政府高官や救援担当当局と共 
同で被災者キャンプの基本的二— 
ズを満たすために作業している。 
•マレ—シア 308 複合地区/ニニ 
ニクラブ六、〇八二人) 

マレ I シアのライオンズクラブ 
は救援活動を組織して、最も困窮 
している人々に不可欠な物資が届 
くようにしている。 


iiis 

3インド洋津波災害に対する 
^ WLCIF の取り組み 

インド洋における未曾有の津波災害に際 
し、 LCIF は復興支援に五百万ドルを投入し、 
前例のない規模で地域再建への支援に取り組 
む方針を固めた。 LCIF には二月一日現在、 
アメリカのライオンズからの八十万ドル、韓国 
からの二十万トル、スウヱ^~デンからの十二万 
ドルを始め各国から亘一十万ドル以上の献金が寄 
せられて おり、 更にアイルランドのライオン 
ズは四十六万ドルの支援を表明している。 

また、 LCIF 理事会はインド洋津波被災 

者救援の献金を奨励するため、二〇〇四年十 

二月二十六日から〇五年三月三十一日に行わ 

れた津波被災者救援の指定献金を、メルビ 
ン•ジョーンズ•フエロー (M JF ) の対象 
にすることを決めた ◦ MJF と申® S した千 ドル 
献金の場合に限られる。 MJF の申請を行ぅ 
かど、つかは個々の選択による。 LCIF では 
献金される資金が広く一般からの募金による 
場合は、申請を行わないよ、つ求めている。 

LCIF は通常、指定献金を MJF の対象 
外としている。過去には、キヤンぺーン視力 
ファーストとアメリカ 同時多発 テロに 対する 
献金に同様の例外が設けられた Q 
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SightFirst Update_ 

人々の人生に変化をもたらす 
——2004年ライオンズ世界視カデー 


I 九九〇年代にボスニア•ヘル 
ツ H ゴピナの大半を荒廃させた戦 
争は、旧ユ—ゴスラビアのヘルス 
ケア•システムに、そしてこの国 
の子どもたちに、大きな犠牲を強 
いた。「ボスニア•ヘルツェゴビ 
ナでは多くの子どもたちが、基本 
的な眼科サ—ビスさえ受けられず 
にいます。そのため、私たちは第 
七回ラィオンズ世界視カデ—を記 
念して、首都サラエボとその他の 
主要都市で眼科検診を実施するこ 
とを決めました。ライオンズクラ 
ブは日々、自らの地域社会と世界 
中で変化をもたらしていますが、 
私たちは八 1-7、ボスニア•ヘルツエ 
ゴピナの子どもたちのために確実 
に変化をもたらしています」。+ 
月十四日にサラエボで開かれた記 


者 < j 7 A 見で、クレメント • F •クジ 
アク国際会長はそぅ呼び掛けた。 

+月+三、+四日の二日間に国 
際協会とボスニア•ヘルツエゴビ 
ナのライオンズはサラエボ、モス 
タル、バニャ•ルカ、トゥズラと 
近郊の村落の子どもたちのために 
眼科検診を行つた。ボスニア•へ 
ルツエゴピナとアメリカ、フラン 
スから、ライオンズのボランテイ 
ア眼科医十五人とその他の専門家 
三十四人が参加し、学校や障害児 
センタ—、孤児院で五百四十八人 
の子どもたちに検診を行つた。ラ 
イオンズは必要な場合は無料で眼 
鏡を提供し、継続治療が必要な子 
どもにはその手続きをとつた。 

現在、同国のライオンズ会員は 
二百人あまり。ライオンズと LC 


IF は九〇年代半ばから、ボスニ 
ア•ヘルツェゴビナで大いに必要 
とされているへルスケア•サ—ビ 
スの再建に積極的に携わつてき 
た。ライオンズ世界視カデ—の主 
要イベントが東欧で行われるの 
は、これが初めてである。 

この検診の最後に、国際協会は 
十三万ドルを支出し、ボスニア•へ 
ルツェゴピナで子どもの視力喪失 
を防ぎ、治療が難しい幼児失明を 
治療するための運動を開始すると 
発表した。サラエボ•ファース 
卜•レデイーズ•ライオン Hn 兀 
会長で、ライオンズ世界視カデ— 
の検診を組織した眼科医、 れフ、 ベジャ 
スナ•クンドロヴィクは次のよう 
に述べた。「ボスニア•ヘルツエ 
ゴビナにおける予防可能な失明防 


止プロジェクトは、サラエボに我 
が国最初の小児眼科診療所を開設 
し、他の都市でもアイケア•サ— 
ビスを強化する予定です。更に、 
サラエボの診療所を本拠とするア 
イケア•チ—厶を副練するほか、 
訓練を受けた眼科医の数を国内に 
増やしてゆきます。低視力診療所 
の職員や家庭医にも基本的なアイ 
ケアの特別な訓練を施す予定で 
す。 著しく 不足している小児用ア 
イケア設備の提供も行います」。 

このボスニア•ヘルツェゴビナ 
のプロジェクトは、三十力国に小 
児アイ•センタ—を開設するた 
め、 LCIF と WHO が三百七+ 
五万ドルをかけて取り組んでいる運 
動の I 部で、資金は LCIF 交付 
金で賄われている。 
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_ ライオンズ-クエスト.ジャ 
C 。 八ンのウェブサイト刷新 

ライオンズ-クエスト•ジャパンのウェブサ 
ィト (http://www.LQJP.org) が、一月二十九 
日に大幅にリニューアルされた。プログラム内 
容の紹介やワークショップ案内、ライオンズに 
よるアクティビティ例のほか、ワ^~クショップ 
参加者の情報交換を目的とする掲示板も設置さ 
れた。同プログラムの日本での実施団体である 

青少年育成支 



援フォーラム 
(J I Y D ) 
が作成、運用 
している。 
ライオン 

ズ-クエスト.プログラムは乙〇1卩四大交付 
金プログラムの青少年奉仕分野の優先事業。日 
本では330-0地区がプログラムを実施している 
ほか、各地で導入に向けたヮークショップや説 
明会が開催されている。 


❿ 


ライオン誌用月例報告書の 
オンライン提出開始 


ライオン誌用「会員並びにクラブ活動状況報 
告書」のオンライン提出が可能になった。パス 


ワ^—ドを入力して報告ぺ^—ジにログインし、必 
要事項を入力、送信ボタンをクリックして提出 
完了となる。受け付け期間は毎月二十八日から 
翌月五日まで。パスワードは、二月十五日付け 
文書で各クラブ事務局に郵送、詳しい説明とマ 
ニユアルは公式ウェブサイトに掲載する◦なお、 
E メ^—ル、ファクス、郵送による提出も従来通 
り受け付けるが、来年度分から郵送による用紙 
の配布は中止。国際本部の報告用紙配布の中止 
に併行する。用紙はウェブサイトからダウンロ 
1ド出来る。 

❿ 新結成/クラブ名称変更 

新結成クラブ 

宮崎県•延岡中央 ▼結成順位/三五七 一▼十一月 
六日結成▼津野光一会長▼事務局/延岡市大貫町 
三-九ニニ_昭栄内(〒 882 -0803)抓〇九八 
二-三五-四一二▼スポンサ1\延岡向陽 
熊 本みさと ▼結成順位/三五七二▼十一月二十八 
日結成▼西村潤次郎会長▼事務局/下益城郡美里 
町土喰一五三祗用町商工会館内 0 T 861 - 472 
1) m 〇九六四-四七-〇三三六▼スポンサ1\ 
舐用 

福島県•いわき東 ▼結成順位/三五七三▼十二月 
十一日結成▼杉本一十士会長▼事務局/いわき市 


小島 町 二-六-一〇 ㈱ 総和内 (IT 973 - 8411) 
TEL 0 一®六-二六-一一〇〇一▼スポンサ1\郡山東 
山梨県•甲府コスモ ▼結成順位/三五七四▼十二 
月十五日結成▼中川良一会長▼事務局/甲府市徳 
行二-一三-二七 (IT 400 - 0047) m 〇五五- 
二三二-一四四六▼スポンサ1\甲府シティ 
山形アルカディア ▼結成順位/三五七五▼十二月 
十七日結成▼高橋貞雄会長▼事務局/山形市十日 
町 三-六-四六 ( IT 990- 0031) m 〇二三-六 
二三-五八二三▼スポンサ1\山形羽陽 
北海道•札幌わかば ▼結成順位/三五七六▼十二 
月二十日結成▼浜本清昭会長▼事務局/札幌市中 
央区北一条西七丁目広井ビル浜本事務所内 
0 T g -0001) m 〇一一-二四一-七九一九 
▼スポンサ1\札幌羊ケ丘 
i 

青森県•弘前石川—弘前南 
宮城県•中新田1加美 
群馬県•前橋敷島—前橋敷島南 
石川県•宇ノ気 i かほく中央 


⑩訃報 


中野正敏(北 i . 札幌ォーロラ r ) 

一月十四日死去、 71 歳。六六年入会。九三年 
度331-八地区ガバナー。 
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336 -A 
336 -B 
336 -C 
336 -D 
336 



119 

6,274 

35 

三重 

92 

4,370 

△22 


84 

3,695 

26 

石川•福井 

100 

4,631 

58 


55 

2,565 

21 


450 

21,535 

118 


334 -A 
334 -B 
334 -C 
334 -D 
334 -E 
334 


332 -A 
332 -B 
332 -C 
332 -D 
332 -E 
332 -F 
332 


330 -A 
330 -B 
330 -C 
330 


152 

6,797 

△7 

102 

4,213 

△32 

106 

4,326 

55 

109 

4,195 

△26 

469 

19,531 

△10 


68 

2,302 

△26 

57 

2,012 

5 

89 

1,983 

57 

84 

2,428 

△27 

56 

2,111 

△14 

56 

1,742 

△4 

410 

12,578 

△9 


5,687 73 

6,079 
3,085 
14,851 67 


△8 


337 -A 

ネ虽岡 • 長崎 

118 

5,273 

27 

337 -B 

大分*宮崎 

94 

3,260 

△26 

337 -C 

佐賀 • 長崎 

82 

3,287 

16 

337 -D 

熊本•鹿児島 • 沖縄 

141 

4,719 

101 

337 

計 

435 

16,539 

118 


総計 

3,417 

125,836 

257 

世界のライオンズの 

7.4% 

9.3% 



335 -A 

兵庫東 

115 

3,375 

△22 

335 -B 

大阪 • 和歌山 

197 

7,575 

△41 

335 -C 

滋賀 • 京都 • 奈良 

124 

4,998 

87 

335 -D 

兵庫西 

69 

2,629 

△7 

335 

計 

505 

18,577 

17 


333 -A 

新潟 • 群馬 

138 

5,343 

△77 

333 -B 

茨城*栃木 

138 

4,475 

△34 

333 -C 

千葉 

125 

3,610 

20 

333 

計 

401 

13,428 

△91 


331 -A 

北海道（道央地区） 

79 

3,039 

43 

331 -B 

北海道（道北*道東地医） 

101 

3,387 

△26 

331 -C 

北海道（道南地区） 

63 

2,371 

30 

331 

計 

243 

8,797 

47 



日本ライオ f ズクラブ 

變 I 


オン:^^ ■ 

クラ：•会員数集計 


(2004年1 


世界のライオンズ 


2004.11 .30 .国際協会集計 


各地区キャビネット事務局集計） 


期首から 

■クラブ数 ■会具数増減 


日本のライオンズ 


2004.1 2.31. 各キャビネット事務局集計 


45,865 1,352,200 A 1 3,683 


期首から 

■クラブ数 ■会員ほ%増減 


煙 


#] 

知山 □ 
一咼岡 山 

島取島根 
徳鳥広島計 


知阜岡山野 
愛岐静富長計 


森手城島形田 
青岩宮福山秋計 


2 4 8 4 
0 9 0 0 
2 115 


1 




京京玉 

東東埼計 


21 
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千葉県•上総ライオンズ p 

警察と連携し 
薬物防止啓発キャンペーン 


茨城県 • 水戸東ライオンズ多 5 

りんごの木の下で心の交流 




イラスト/篠田和夫 



水戸東ラィオンズ r (斎藤敏行会 
長/ 46 人)では福祉厚生事業の一環 
として、毎年十月〜十一月に、知的 
障害者(児)施設あゆみ園と育心園 
の園児たちをりんご狩りに招待して 
いる◦両園とのりんご狩りは今回で 
十八回となる◦年ごとに盛況となり 
今年は約百六十人を招待した。 

ルーツを迪つてみると、一九八六 
年十月に園児と保護者と先生方、み 
んなで野外で一日楽しく過ごそうと 
スタ ー トしたのが 始まり ◦毎回参加 


君津市の JR 久留里駅前にある公 
民館と同駐車場で十月 一一 十三日、上 
総ライオンズ r と君津馨暴署がタイ 
アップした 薬物追放イベントが開か 
れた。 

未成年者の薬物乱用にょる逮捕者 
が増加傾向にある中、上総ライオン 
ズ r が啓発活動の一環として、警察 
署や関係機関と協力し、キヤンぺ一 
ンを展開した。 

一回でも使用すると、中枢神経を 


するメンパ^~もいるほとで、今も 
メンバー約十人がバス数台に分乗。 
バスの中では歌集が配られ、恒例の 
童謡の大合唱が行われ、参加したメ 
ンバーたち も 童心に返つ たよぅ だ。 
また、あるメンバーの夫人は手作り 
の赤飯や煮物で園児たちを歓迎し 
た。参加者は皆おいしいご馳走に大 
喜び◦りんごの木の下での楽しい語 
らいは忘れ得ぬ思い出となつた。 

お別れ会の時、園児たちは記念に 
自分たちが作った素焼きの花瓶をメ 


侵すと言われる麻薬や覚せい剤、大 
麻◦屋外では広報用のマィクロバス 
の中に、乱用によって異常をきたし 
た脳や肺のバネル写真、輸入ルート 
を記した世界地図などを展示。若者 
や親子連れらに警鐘を鳴らした。 

また「防災展」も開かれ、巧妙化 
する泥棒の手口に対処する防犯対策 
を指導。ポスタ1やビデオのほか、 
本物の屋外赤外線暗視カメラなどを 
展示し、来場者に普段からの心構え 


ンバー全員に手渡し。特別の重みを 
感じた◦二十年前の園児たちも今も 
それぞれにがんばっていることだろ 
ぅ。来年も、いやそれ以降もこの交 
流を続けていきたいと強く思った。 

( PR 情報委員長/荒木清) 
(編)このりんご狩りが始まった八 
六年当時の記録にょると、この時も 
同じように合唱やりんごの木の下で 
の ピクニック、 お別れに園児たちか 
らのプレゼントが ありました。 

連絡先 iTEL 〇二九-二二四-四〇六六 


を訴えた。 

この日は県警 I 音楽隊の演奏や白バ 
ィ展示もあり、白バィには警察官の 
制服を着たチビつ子たちが次々と乗 
車し、記念写真に納まつていた。 

(『千葉日報』10月24日) 
(編)薬物乱用防止啓発活動は、ク 
ラブの今期の重大テーマ。「ダメ。 
ゼッタィ。」を合言葉に積極的に活 
動を推進していきます。 

連絡先 iTEL 〇四三九-二七-二〇五二 


クラブ ■ SS 

•この欄ではラィオンズクラブ、レオクラブ、ラィオネスクラブの活動報告を扱います。詳しい投稿要領は 56 "7をご覧ください。 
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大阪夕陽丘ライオンズ P 神奈川県 • 横須賀北ライオンズ多 5 

てんのうじ吹奏^!フェスティバル パラリンピックの金メダリスト 

中学校で講演 



十一月十四日、大阪市天王寺区役 
所• ㈣ 天王寺区コミュニティ協会主 
催、大阪府吹奏楽連盟•天王寺区地 
域振興会、大阪夕陽丘ライオンズ r 
(木村一彦会長/55人)後援にょる 
「歴史と文化のまちてんのぅじ 
吹奏楽フェス テイ バル」が開催され、 
千人以上の入場者であふれた◦天王 
寺区内の市立•私立の中学•高校八 
校の参加にょり、それぞれの吹奏楽 
部•管弦アンサンブル部•音楽部 
が、区民に親しみのある曲を力いつ 
ぱい披露してくれた。このフェステ 
イバルの目的は、市立•私立を問わ 
ず、各校の交流と親睦を図る、技術 
の向上を目指す機会とする、また地 


のふれあいを図ること。 

次年度は小学生も参加出来るょぅ 
にしたり、将来的には市民音楽祭に 
するとい、つ構想も描かれている。な 
お、フヱスティバルが更に発展して 
ゆくために百万円の助成金を、チヤ 
_—夕^— •ナイト三十周年記念アクテ 
ィビティとして天王土寸コミュニティ 

協会に寄贈した。 

( PR •ライオンズ情報委員長/宮本皓司) 
(編)参加校の生徒たちは、それぞ 
れ練習してきた楽曲を披露したほ 
か、二曲を合同で演奏。最後は二十 
四時間テレビでおなじみの「サライ」 
の大合唱で幕を下ろしました。 

連絡先 iTEL 〇六-六七七二-四六七四 


域の老人ホーム訪問や、まだ吹奏楽 
部のない学校を訪問したり、地域と 


アテネ•パラリンピック陸上五千 
M の金メダリスト、土田和歌子さん 
が十一月十二日、横須賀北ラィオン 
ズ r の招きで、横須賀市立田浦中学 
校で講演会を開いた。車いすマラソ 
ンでも活躍中の土田さんは、バラリ 
ンピックに出たきつかけや、八-7後の 
夢などを生徒たちに語り掛けた。 

子どものころからバスケットポ^— 
ルに夢中だったとい、つ土田さん◦十 
七歳の時に交通事故に遭い、下半身 


不随のため車いす生活を始めた。 

「リハビリ病棟でいろんな人の姿を 
見て、自分の障害を受け入れられる 
よぅになつた。リハビリ中のスポー 
ツが楽しかった」。十九歳でアィス 
ス レツ ジスピ ー ドスケ ートと 出会 
い、長野パラリンピックで金メダル。 
夏季大会では車いすマラソンで二〇 
〇〇年のシドニーで銅、アテネで銀。 
今はプロ選手として「北京のマラソ 
ンで金メダル I を目指している。 


生徒からの質問攻めに「人とのつ 
ながりや、挑戦する気持ちを大切に 
しています。みんなも目標を持って」 
とにこやかに答、 X - ていた。 

(『神奈川新圍 11月 13 日) 
(編)土田さんは十二月の「日産力 
ップ追浜チャンピオンシップ」にも 
出場◦同大会に毎年出場している縁 
でラィオンズ•メンバーと知り合つ 
たそ/っです。 

連絡先 iTEL 〇四六-八六五-八九七〇 
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兵庫県 • 姫路グリーン • ライオンズ9 ラ 

「第1回お夏清十郎節全国大会」大_ 


兵庫県 • 神戸すばるライオンズ多 5 

盲導犬啓発事業に取り組む 



1 ^ ▲ 


■ri 



「盲導犬のおしつこはどうしている 
んですか」。素朴だが、なるほどと 
思うような質問が次々と投げ掛けら 
れる。「盲導犬がおしっこをする時 
はねぇ……」質問に対して一つひと 
つていねいに分かりやすく答えるの 
は、神戸すばるラィオンズパラのメン 
バーで、 自らも 盲導犬オッピーのユ 
1ザー、5|島田剛である。 

今回、人権週間の体験授業の一環 
として盲導犬と交流を深める啓発活 
動を神戸市内の二つの小学校で行つ 
た。盲導犬の理解を促すにとどまら 
ず、「街で盲導犬に出会ったらどう 


すれば良いか」「視覚障害を持つ人 
と相対した時にはど、っい、っ手助けが 
出来るのか」などを、オツピ^~と共 
に5?島田が講演。実演なので、メデ 
ィアなどよりもリアルに子どもたち 
ヘアピ^ —ルすることが出来る◦子ど 
もたちの真剣な眼差しや態度を見る 
と、十分に理解してくれたと確信し 
た◦最後には、手話コーラスによる 
合唱で、より交流の姅を深めること 
も出来た。 

十二月十七日には、第二 回 盲導犬 
チャリテイー•コン サ ートを 開催。 
多くの方々に盲導犬事業の重要性を 


啓発することが出来た◦今後も盲導 
犬を育成し、共に生きる社会を目指 
し、メンバーー丸となつて頑張りたい。 

(盲導犬事業部委員長/光田幸子) 
(編) 神 戸すばるライオンズパラは、 
二〇〇二年七月に結成された盲導犬 
育成•啓発事業をメーン•アクテイ 
ビテイとする新しいタイプのクラ 
ブ。盲導犬と共に街頭募金をしたり、 
舞ムロに立ちチャリテイ^~ •コンサ^— 
卜を開いたり、盲導犬ユーザーと共 
に旅行をするなど継続事業のすべて 
を盲導犬と共に行つています。 

連絡先— TEL 〇七八-二二二-二二二二 


「お夏清十郎祭り」に合わせ、八月 
六日に行った アクティビティ 「第一 
回お夏清十郎節全国大会」は大成功 
でした。毎年八月九日、十日に華々 
しく行われる「お夏清十郎祭り」は、 
主役が眠る姫路市野里慶雲寺の比翼 
塚にその歴史があります◦江戸時代 
の劇作家井原西鶴の『好色五人女』 
で有名なお夏は、姫路の米問屋「但 
馬」の娘◦そこに手代として奉公に 
来た造り酒屋の息子•清十郎と恋に 
落ちますが、清十郎は店の金を盗ん 
だと濡れ衣を着せられて死刑、お夏 


は狂乱するとい、っ悲しい結末を迎え 
ます。刑死者の墓を建てることが禁 
止されていた当時、哀しい恋物語に 
だれとなく二つの石を置いて祀 った 
のが塚の始めと言われています。 

この 祭りを全国に知れ渡る祭り 
に、また、 お夏清十郎節をだれもが 
知っている歌にと、全国に発信すベ 
く「お夏清十郎節全国大会」をスタ 
1卜させました ◦準備不足で反省点 
も多い中、報道各社にも大きく取り 
上げて 頂きました◦この 成功を^ K け、 
継続を願って実行委員会を立ち上げ 


ました。第一回目は、当クラブのア 
クティビティとして実施しました 
が、第二回目以降は有志でつなぎ、 
地元の文化継承発展に少しでも役立 
てばと願つています〇 

(第二副会長/犬貫弘史) 
(編)お夏清十郎節全国大会では、 
お夏と清十郎のこの恋物語を歌、っ民 
謡 r 菅笠踊」の全国コンクールを開 
催◦民謡愛好家ら二十四人が参加し 
て、優勝した四人がお寺近くのステ 
1ジで自慢ののどを披露しました。 

連絡先— TEL 〇七九二-八一-二八〇〇 
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東京日本橋ライオンズ p 

「日本橋秋興」で利き酒とミニ • コンサート 


東京日本橋ライオンズ r (鈴木春 
男会長/ 16 人)は、クラブ結成五十 
周年に向かって新しい一歩を踏み出 
したいと、東海道五十三次にちなん 
だ事業を創造し、五十三項目にわた 
る企画を立案することとした。 

まず出発点は 「日本 橋」。十月二 
十一日、都内ホテルで、秋の遊びと 
趣を楽しむ「東海道五十三次への誘 
い 日本 橋秋 興(あきのおもむき)」 
と題し、利き酒とミニ•コンサート 
を楽しむ催しを開催◦銘酒と幻の酒 
に酔いながら、元ロスインディオス 
の永山弘二さんによる歌や卜^ —クを 
満喫した。 

催事に際し、クラブのメーン.ア 
クテイビテイである視力障害者支援 


の資金獲得のための募金を行った。 
集まった資金は、視覚障害者のため 
のボランティア活動を行う団体の活 
動費助成や、視覚障害者福祉施設の 
助成金交付に役立てられる。 



もとょり 我がクラブは、視覚障害 
者福祉に注力している◦特筆すべき 
は「公益信託東京日本橋ラィオンズ 
クラブ立川福祉基金」の存在◦一九 
八八年六月、目の不自由な人たちの 
福祉増進に何か役立つことをしたい 
と常に念願していたメンバーの故. 
5 ? 立川孟美が、クラブに託した一億 
円で設立された◦視覚障害者文化の 
向上と福祉の増進を目的に、諸団体 
への助成を行つている。 

(地区催事企画室副室長/屋代誠 I ) 
(編)「旅は道連れ、世は情け」。メ 
ンバーの友情と相互理解の絆をつな 
ぎ、終着点*一一条大橋まで、粋な催 
しを続けてください。 

連絡先 iTEL 〇三-三五五二-九二〇 I 
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宮崎県 • 都城中央ライオンズ r 

第1回きばいやんせ 
グラウンド•ゴ J レフ大会 



愛知県 • 津島ライオンズ多 3 

「まちなかいきいきウォーキング」開催 


十一月七日、津島ラィオンズ^は 
健康志向のゥォーキング、津島の歴 
史文化の学習、町中の環境美化を組 
み合わせた「まちなかいきいきゥォ 
1キング」を開催。嬉しいことに予 
想を上回る三百二十三人の市民の皆 
さんに参加頂き、四キロのコースを左 
回り、右回りの二つに分けることに。 

八時に天王川公園の本部にメンバ 
1四十五人が集合して準備開始。八 
時四十五分には続々と参加者が集合 
し、九時から順次、メンバーを先頭 
に三十人ずつのグループを作り、 
道々ゴミを拾って歩くための袋を持 
つて出発しました。 

コースにはスタンプ•ポイントが 


「きばいやんせ」の意味、お分かり 
ですか◦「頑張つてください」とい 
ぅことです◦何か心に訴えるアクテ 
ィビティを……と試行錯誤した結 
果、高齢者福祉事業として「第一回 
きばいやんせグラウンド•ゴルフ大 
会」を主催することにしました。 

十一月三日の素晴らしい秋晴れの 
日、総勢三百五十四人もの人が集ま 
りました。皆さん集合時間よりも早 
いこと早いこと◦颯爽たる格好で元 


五力所あり、参加者はラ•ィ•才 • 
ン•ズの各スタンプをマップに押し 
ていきます◦十力所の神社•寺院で 
は津島ガイド•ボランティア会によ 
る歴史文化の解説があり、親子で熱 
心に耳を傾ける姿もありました。 

十時三十分過ぎから順々に戻って 



気いっぱい。最高年齢八十六歳の方 
もおられ、はつらつとしたプレーを 
なさっている姿に我々メンバーは英 
気をもらいました。 

都城中央ラィオンズパラもチ^ —ムを 
作り、皆さんと共にプレー◦地域住 
民との交流を深めました◦珍プレー 
あり、好プレーありで一日中笑いが 
絶えず、とても和やかな雰囲気の、つ 


きた皆さんは楽しそうな笑顔。ゴミ 
で袋をいつぱいにしている人もいま 
す。参加者からねぎらわれている先 
導メンバーもいました◦歓声のあが 
ったお楽しみ抽選会が終わったのは 
十一時四十五分でした。 

多くの参加者から「ありがとう、 
楽しかつたわ」と言葉を頂きました。 
市民と共に行うアクティビティがい 
かに大切で楽しいものであるかを再 
認識しました。(会長/佐藤正行) 
(編)新潟県中越地震被災者への募 
金活動も行われ、寄せられた浄財六 
万百二十七円は中日新聞社津島支局 
に寄託されました。 

連絡先 iTEL 〇五六七-二六-一五一五 


ちに終了することが出来ました。参 
加者の方の明日への活力になれば幸 
いです。 (会長/徳重忠夫) 
(編)小さな子どもから高齢者まで、 
いつでも、だれでも、どこでも手軽 
に出来ることで親しまれているグラ 
ウンド•ゴルフ◦ゴルフをアレンジ 
したスポーッとして、昭和五十七年 
に旧文部省の生涯スポーッ推進事業 
の一環として誕生したものです。 

連絡先 iTEL 〇九八六-二六-一一八七 
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々イオン X 夕，ブ黑 a — ガンI真心の奉仕を蕾んなで」 

ライオン券 

本#で陶芸教室に使用で#ます。 

8 〇 〇 L || 


へツトライン 


どいいし、三ケ日町の一市民 
としての子どもたちの自覚を 
育む ことに もなる◦そして生 
徒らがこぅした活動に肩肘張 
らずに参加出来るのも L の効 
力である◦ボランティアに祖ハ 
味があっても行動に移すのは 
簡単ではない。それが、「陶 
芸教室に参加したいからお手 
伝いして L を稼ご、つ」 という 
きっかけを提供してくれる。 


三ケ日ライオンズ 乃ラ (中村恭司会長/34人)は五年前、クラ 
ブの構造改革に着手。クラブ•メンバ—だけで実施していた清 
掃活動や、ただ助成金を贈るだけのアクティビティからの脱却 
を図つた。青少年の健全育成に力を入れたい、出来るだけお金 
を掛けずに成果を上げたい。この欲張りな目標を実現に導いた 
のが、クラブが独自に発行する地域通貨 「L 〇フイオン)」だ 
つた。 


静岡県の最西部、、つなぎで 
有名な浜名湖の ほとりに 位置 
する三ケ日町◦豊かな自然と 
温暖な気候に恵まれ、みかん 
の郷として知られている。こ 
の町をホ^—ムタウンとする三 
ケ日ライオンズ7>ラの改革以前 
の主なアクテイビテイは、献 
血•献眼•献腎の実施、養護 
学校のみかん狩りへの招待と 
バーべキュー、桜の植樹、湖 
岸清掃、子どもたちの陶芸教 
室など◦決して停滞ぎみのク 
ラブなどではない◦メンバー 


も一生懸命奉仕していた。 

でもせっかく活動するのな 
ら、クラブ•メンバ^ —ががん 
ばるだけではなくて、もっと 
市民を巻き込んだり、子ども 
たちの健全育成に直接かかわ 
れ、しかも余分にお金を掛け 
ずに済む方法がないものだろ 
ぅか◦そ、えて現状の見直 
しに踏み切ったのは五年前 
(松哿哲会長)。試行錯誤を繰 
り返す中で地域通貨の発行が 
提案された二〇〇三年、松井 
利弍会長時代、そして翌•石 


田晃会長時代に地盤を固めて 
ぃった。 

地域通貨とは最初、さわや 
か福祉財団が地域の力をつけ 
るために提案したもの。今で 
は自治体や団体などが発行 
し、その特定のコミュニティ 
1の中でだけで使えるお金の 
よ、っに、労働や物の交換など 
に活用している。 

三ケ日ライオンズ^が発行 
する通貨は、今のところクラ 
ブのアクティビティでのみ使 
われている。単位はもちろん 
「L (ライオン)」。 アクティ 
ビティに参加してくれた中 
学•高校生にクラブから八百 
L が支払われ、生徒たちはこ 
れを、クラブ主催の陶芸教室 
の参加費として使、つことが出 
来るのだ。 

それじゃクラブが払つたお 


金(それも架空の)がまた戻 
ってきて終わりじやないの、 
などと 思、っなかれ◦地域通貨 
は個々別々にあったアクティ 
ビティにつながりを持たせ、 
地域にとって、 より 大きな影 
響力を持つものへと成長させ 
ている。 

生徒たちが参加してくれる 
よ、っになって、以前よりも評 
判が良いものは、まず献血. 
献眼の受け付け◦友達や家族 
が見に来たりして場が賑わ 
い、おじさんたちが座ってい 
るよりも人が寄りやすい。老 
人ホームや授産施設への訪問 
も然り◦生徒にとって貴重な 
ボランテイア体験の機会を提 
供することになる◦メンバ^ 
だけで行っていた清掃活動に 
も生徒たちが参加する。町内 
清掃は人数が多ければ多いほ 



=5 

e 


:鉍アクディビヲィ⑩薩鎖と、確民と铷鼸た®0 

か f 墨备 


静岡県•三ケ日ライオンズ r 

■取材/編集部 
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三ケ日高校生の作品を見る鈴木活太^町長と中村会長 



三ケ日たちばな授産所の方々とのみかん狩り 



献眼*献腎登録を呼び掛ける高校生ボランティアとライオンズ•メンバー 


の参加費に L を使、っことが出 
来ます◦希望者は先生を通じ 
て申し込んでください」など 
とやる訳だ。最近では学校に 
電話しても「ライオンズ」と 
名乗るとめっぽ、っ通りがいい 
とい、っ。先生も生徒もライオ 
ンズクラブが何者であるか、 
ちやんと知つている ◦とい/っ 
ことは、その家族も知ってい 
ると考えていいだろ、っ。更に、 
生徒たちの作品は n ニケ日ラ 
イオンズクラブ後援•陶芸作 
品展」として町や学校の文化 
祭、公民館や郵便局などの公 
共施設などで展示され多くの 
人の目に触れる。 


地域通貨を発行する前の陶 
芸教室は、ラィオンズと参加 
者が経費千五百円の半分ずつ 
を負担する形で行われてい 
た◦子どもたちに自分の手で 
物を作り出す楽しさを知って 
もら、っのが目的の青少年健全 
育成事業だ。今も L がなけれ 
ば七百五十円を払って参加す 
ることも出来る◦制作、乾燥、 
窯入れなど完成までに四力月 
ほど掛かるので教室の実施は 
年二回◦町内に七校ある小中 
高等学校を一校ずつ巡回して 
いる◦これまでに通貨を発行 
したのは中学•高校だった 
が、次は小学校に当たる。小 


L はライオンズクラブと子ど 
もたちや施設入所者を含む市 
民との間の パイプと 潤滑油の 
役を果たしてい くの だ。 

地域通貨を導入した構造改 
革によってもたらされた成功 
の中に、 PR 活動もある◦陶 


芸教室の前に生徒が参加出来 
るアクティビティを計画する 
と、メンバーが学校に出向い 
て行って「〇月〇日にどこそ 
この施設を訪問します。手伝 
つてくれた方にはクラブが八 
百 L を支払います◦陶芸教室 


学校の高学年には清掃や植樹 
に参加してもらつて L を発行 
しよ/っと 計画している。 

また、八-7年度は陶芸教室だ 
けだった L の使い道に、も、っ 
一つ「出張講話」が加わる。 
第一回は三ケ日高校で三月十 
五日開催の予定◦同校では年 
間を通して積極的にボランテ 
ィアに取り組みライオン券を 
獲得、クラブ•メンバーを講 
師に呼んで職業紹介の講話を 
してもら、っ。講話を通じた若 
者とのつながりにより、クラ 
ブも彼らと共に変化•成長し 
ていきたいと考えている。 

更にゆくゆくは町内の福祉 
団体などとライオンズの連携 
が強まり、 L 通貨が広く流通 
する よ/っに なればいいと、陶 
芸窯の持ち主でもある小野博 
義幹事は語る。 

作品を焼く火は三日間昼夜 
燃やし続け、仲間が集まり火 
の番をする◦も、っ何年かすれ 
ば陶芸教室やボランティアに 
参加した生徒も成人し、夜通 
し火を囲む仲間として次のア 
クティビティの夢などを語り 
^4口 つているかもしれない。 
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長良川ふれあ 
いコンサ—卜 


奴 



岐阜長良川ライオンズパラは 
二十八年間、延べ三十回の 
「長良川ふれあいコンサート」 
を開催してきた。市民の支持 
を得て成長してきた、思い入 
れのあるアクティビティであ 



る〇 

第一回はクラブ結成十周年 
を迎えた一九七七年、記念事 
業として大阪フイルハーモニ 
丄父響楽団を招いたものだっ 
た。岐阜で生のオーケストラ 
演奏を聴く機会がなかった当 
時、昼の部は青少年情操教育 
として無料で、夜の部は一般 
市民対象に低料金で実施し好 
評を得た◦単年度の計画だっ 
たが、市民の要望に 
押されて二年三年と 
続ける/っちに、大阪 
フイルから地方{疋期 
講演会にしたいと申 
し出を >受けた。 

第十一回は指揮者 
に朝比奈隆氏を迎え 
た◦県知事も交えた 
反省会で音響効果の 
良い施設の必要性が 
上がり、朝比奈氏の 
アドバイスも受け、 
現在の演奏会会場と 
もなつている岐阜県 
サマランカホール建 
設の運びとなつた。 

八八年の結成二十 
周年記念特別講演に 



となり、江戸時代は 
茶の湯や能が愛好さ 
れた〇 

新城 ラィオンズ r 
は、 こ/っし たさまざ 
まな歴史や文化に彩 
られ、自然環境にも 
恵まれた我が町を、 
子どもたちがょく知 
り、誇りと愛情を持 
つ ことが 出来るょぅ 
にと、昨年十一月十 
四日「子どもらに夢 
を ふるさと 思い出、つ 
くり」と題した史 
跡•文化財巡りを行 
つた◦クラブ•メン 
バー五十八人を含む約千人の 
参加者は十台の大型バスに分 
乗、六つのコースに分かれ、 
松尾芭蕉が京都•大阪から江 
戸へ戻る道中に新城に立ち寄 
り 詠んだ とされる^^ や、一 
五七五年、織田•徳川連合軍 
と武田軍とが激突した設楽原 
決戦場と歴史資料館、日本最 
長の断層•中央構造線断層な 
どを見学した。 

それぞれのコースは所用時 
間二時間半〜三時間程度で回 


れるもの◦参加者は午前と午 
後で二つのコースを選ぶこと 
が出来る。八時半に開会式を 
行つてから午：一刖のコースに分 
かれて出発◦開会式場に再集 
合して昼食を取った後、午後 
のコースへ。十五時半に閉会 
式といぅスケジュ^ —ル〇 
メンバーは準備のために朝 
七時集合、解散後に撤収作業 
と結構ハード◦それでも、主 
催者自身もなかなか知る機会 
のない豊かな歷史や文化を学 


は小澤征爾氏がタクトを振つ 
た◦今年三月の演奏会で指揮 
をするのは世界を舞台に活 
躍、同交響楽団音楽監督に就 
任した大植英次氏◦音楽振興 
のボランティアにも熱心な大 
植氏は昨年十二月に岐阜$ 
の中学、高校を訪れ合唱を指 
導。 

「私にとつて中学時代は音楽 
の素晴らしさに触れ、音楽家 
を目指した人生の大切な時 
期◦皆さんもこの時間を大切 
にしてほしい」と生徒たちを 
激励した。 

岐阜長良川ライオンズ r 
は、地域に根付き期待の行事 
となつた演奏会と共に前進し 
ていこうとしている。 

情報/篠田耕平(市民員長) 


愛知県の北東部に位置する 
新城市は奥三河地方の中核都 
市◦かつては三河と信州を結 
ぶ伊那街道の宿場町として栄 
え、また戦国時代の戦の舞台 


「子どもらに 
夢を」ふるさ 
と思い出づく 
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び、また子どもたちが肌で感 
じ、耳で聞き、目を見張って 
関心を寄せるさまを見て、ア 
クテイビテイ成功の吾びをひ 
しひしと感じたに違いない。 
情報/鈴木勉(会長) 


福井葵ライオンズ r は社会 
福祉•青少年指導委員会、市 
民教育委員会、そしてガール 
スカウト日本連盟福井県支部 
と合同でガールスカウ 
卜たちが夜間の$三 
十キロを歩く「ォーバー 
ナイトハイク」を実施 
した◦チヤレンジ精神 
を養い、互いに助け合 
いながらゴ_~ルを目指 
し、達成感を共有しよ 

ぅとい、*；^の0 

十月十六日の夜八 
時、百四十人のスカウ 
卜たちがライオンズク 
心 #^V から寄贈されたブ 
ルゾンを着込んで元気 
良くスタート。五人ず 


つくらいのグループを組み、 
十力所のチェック•ポイント 
を通過する〇 

第三チェック•ポイントを 
過ぎる夜中の十二時ごろから 
疲労が見え始め、午前二時も 
回ると睡魔が襲、っ。最終ボイ 
ントに足を引きずりながら少 
女たちが入ってきたのは午前 
四時 ◦おしやべ りをする元気 
もなく、それでも休憩を終え 
て歩き出す。最後尾までは四 
十五分の開き。メンバーや救 
護班らの「頑張れ！」の励ま 
しにも反応が薄い。 


しかし朝の五時◦ゴールま 
であとーキロまで来ると、子ど 
もたちに笑顔が戻ってきた。 
陽もすっかり上った六時、全 
員無事にゴール。 

「励まし合い、助け合い、真 
夜中を歩いた体験は一生忘れ 
ません◦すごく疲れたけど、 
また参加したい」 

クラブが準備した豚汁をな 
ん ともおい しそぅに頰張り、 
安堵感と達成感にあふれた子 
どもたちの顔を見て、メンバ 
1たちは目頭を熱くした。 
情報/宮守雅治(幹事) 


私たちが手に入れた豊かな 
生活は、同時に多くのゴミを 
生み出す ものと なつた。これ 
らのゴミの廃棄は燃焼にょる 
ダイオキシン発生、埋め立て 
にょる土壌汚染など次世代に 
も卑ル響を及ぼす環境破壊を引 
き起こしている。 

戸貪 n 上山田ライオンズパラは 
十月十三日、ゴミ問題を考え 


る講演会とワークシ 
ョップを開催◦次世 
代を担、つ戸倉上山田 
中学校の生徒二十五 
人も参加し、なぜ不 
法投棄があるのか、 

ゴミ問題で出来るこ 
とは何かを考えた。 

講演会では、市民 
生活部の坂口公治副 
部長が r ゴミ処理の 
1と課® j と題し、 
「リサィクル斑高め 
るよりも、環境への 
負荷が少ない容器を選択する 
ことが重要」と指摘◦循環型 
社会の重点を説いた。ワーク 
ショップは四班に分かれて話 
し合い、意見発表〇 

この日の開催に先立ち、同 
月六日に行われた千曲川堤防 
清掃には八十六人の中学生が 
参加◦これは十年以上続く同 
クラブの継続事業だ◦双方に 
参加した生徒は、ゴミ投棄の 
現状を目の当たりにした経験 
から「まだ使えそ、つなものま 
で捨ててある◦地球環境がよ 
くなるように気をつけたい」 
と話した◦また、生徒からは 


「Ar 日 知つ たこと を生かして リ 
サィクルしていきたい」「八- 7 ゴ 
ミ問題はかなり深刻 だと 知つ 
た。地球に優しい人になりた 
い」など多くの感想が寄せら 
れ、継続開催を望む意見もあ 

つた。 

_保護、ゴミ問題は一人 
ひとりがきちんと 認識を持つ 
て行動しなければ解決しない 
問題だ◦積極的に知識を得、 
各自が自分に何が出来るかを 
考え実行する、その積み重ね 
こそが問題解決へ続く確かな 
道なのだろ、つ。 

情報/寺澤雄治(会長) 


ゴミ問題を 
考える 


力—ルスカウ 
卜•才—バ— 

ナイト八イク 
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サ - ビスアクティビティ Service Activities 



愛知県 • 名古屋緑 (334- A ) 

8月7日「宇宙を学ぼうペットボトル 
ロケット競技大会」を開催。元ロケッ 
卜-エンジニアの指導を受け、手作^ 
ロケットを飛ばして子どもたちは大喜 
び0 


愛知県 • 豊田 (334- A ) 

9月25日、「第2回豊田 LC 杯障害者交 
流ダーツ大会」を開催0相手のプレーを 
観察したり、好プレーを誉め合ったりと 
第1回よりも余裕が見られ、心の交流を 
深める大会となった。 


岐阜県 • 高山 (334- B ) 

夏季 YE ^、 大和なでしこ • ガリーナ • 
ステファノバさん（ロシア.1®)と 
おしゃべり. マー ク. マルダー君（オラ 
ンダ • 18歳)。観光地見学や浮生英語 
指導、例会訪問ほか茶道•習字にも親し 
んだ〇 
© 
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岐阜県 • 高山囝城 (334- B ) 

10月28日、飛驊地域の16の障害者施 
設や児童センター通所者たち340人を 
招待してリンゴ狩りを IS 催。昼食会や 
ビンゴ大会も行われ、おいしい楽しい 
1日となった。 


長野県 • 大町 (334- E ) 

12月19日、恒例のもちつき奉仕を養護 
老人ホー厶鹿島荘と救護施設れんげ荘 
で開催。入所者の方々と一緒につきた 
てのもちを味わい、楽しい時を過ごし 
た0 


富山県 • 入善、朝日町 (334- D ) 

11月10日、高齢者の電動車いす交通安 
全講習会を副運転免許がいらない電 
動車いすは歩行者と同じ交通ルールを適 
用。麵者にルールと安全利用を再確認 
してもらった。 

© 
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• アイリス愛知 


名古屋北ライオンズ々フ(鍋 
野可 ilWK 長/58人)の十二月 
第一例会は、名付けて「オビ 
ニオン例会」。従来「やりっ 
ぱなし」になりがちだったア 
クテイビテイの評価と反省を 
行い、脱マンネリを図ろうと 
いう企画だ。鍋野会長は「選 
択と集中」をキーワードにア 
クテイビテイを三つの事業に 


愛知県•名古屋北 

■取材：編集部 


絞り込み、年度前半に愛の献 
血三十年記念アクテイビテ 
イ、名古屋城本丸御殿再建フ 
ォーラム、生活安全•防犯地 
域フォーラムの三大アク テイ 
ビテイを実施した。その検証 
が例 <1ぉのテーマとなつた。 

通常の例会プログラムはや 
や足早に進め、各テーブルで 
食事を とりながら、 事前に行 



つたアンケートを基に約十五 
分間のブレ^~ンスト^ — ミング 
を行い、集約した意見を発表 
するといぅ手順で進められ 
た◦話しやすいよ、つに食事は 
サンドィッチ◦テーブルは委 
員会ごとに分け、発表は副委 
員長が担当した◦ちなみにこ 
の委員会構成にも一工夫あ 
り、委員長は会長経験者がリ 
. ~ ダ' ~シップを発揮、副委員 
長には若手を据え行動力を発 
揮する、とい/陣がとられ 
ている。 

発表では、一年前からとい 
う十分な準備期間を高く評価 


する意見などがあった一方、 
マスコミへの PR 不足の指摘 
もあった。この日の発表とア 
ンケート結果は、今後の指針 
に役立てられる。 

初めての試みに、「出来れ 
ば一時間ぐらい ほし かった」 
と鍋野会長は話す。限られた 
時間で議論が深まり切らなか 
った感は否めないが、全員で 
アクティビティを 振り返った 
成果は大きい。次のオピニオ 
ン例会は半年後、六月の第一 
例会に クラブ 運営を テ ーマに 
行/つ ことにして いる。(河) 




例会デ—夕 
0 例会日時 

第二•四金曜日十二時+五分 
〜士二時半 

# 例会場 

第二/アイリス愛知(地下鉄 
丸の内駅から徒歩八分)第 
四/名古屋東急ホテル(地下 
鉄栄駅から徒歩五分) 

# 例会次第 

開会ゴング/国旗に敬礼、国 
歌斉唱/ライオンズクラブの 
歌/会長 ぁいさつ/ 誕生日 • 
結婚記念日祝い/テ—ル•ッ 
イスタ—登場/昼食とブレー 
ン•スト—ミング\委員会発 
表/幹事•委員会報告/出席 
率報告/ファイン•ドネ—シ 
ョン報告/ライオンズ•口— 
ア\閉会ゴング 

參 クラブ事務局 

TEL 〇五二-九六二-三七六 I 
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富 山ち ゆ、っりつぷ ラィオン 

ズ r 冚崎佐和子会長/21人) 
の例会では、会長あいさつが 
終わる と会食が 始まる ◦食事 
をしながら、 料理の話、音楽 
の話、ワィンの話と、次々に 
話題の提供者が現れ、会話が 

途切れることがない。 

席は写真のような配置なの 

だが、テーブルの端と端でも 


•名 鉄トヤマホテル 

富山ちゅうりっぶ 

■取材：編集部 

会話が飛び交、っ。最初は丸テ 
1ブルに分かれて座っていた 
そ、っだが、全員が同じ話題を 
共有出来るよう、今の スタ ィ 
ルにした。 

「和やかに、暗くならないよ 
うに」。山崎会長が、例会で 
いちばん気をつけている点だ 
が、それは間違いなく達成さ 
れている。 

食事が終わると、そのまま 
の席で、^#報告や連絡が始 
まる◦幹事報告を皮切りに、 
マィクを 回しながら、それぞ 
れの担当者が話をし、それに 
対して質問が飛ぶ。会食時の 
流れのまま、皆、積極的に発 
言しているようだ◦会員の意 
見を引き出すには、なかなか 
いいスタィルだと思えた。 

ところで 富 山ち ゅ、っりつぷ 
ライオンズ' 7 >フ では例会開始時 

に「君が代」と「ライオンズ 

クラブの歌」を、そして閉会 

ゴングの後、最後の締めくく 


りに「またあ、つ日まで」を合 
唱する。別に珍しくもない光 
景 のよ、つ だが、実は オリ ジナ 
ル•テープが使われている。 

ラィオンズの歌はキーの関 
係で、女性には歌いづらいら 
しい。そこで音^ t 務所に依 
頼、女性用のキーで明るい調 
子にアレンジしてもらつたの 
だとい、つ。興味の ある 女性 ク 
ラブは、一度、相談してみて 
はいかがだろ、つ。(鈴) 



例会デ—夕 


•例会 日時 

第 一•三火曜日士 I 時+五分 
〜士二時+五分 

⑩例 会場 

名鉄トヤマホテル(北陸本線 
富山駅から徒歩五分) 

• 例会次第 

開会ゴングと開会宣言/国旗 
及びライオンズ旗に敬礼/国 
歌君が代斉唱/ライオンズク 
ラブの歌斉唱/会長あいさ 
つ/会食/各連絡協議事項及 
び報告事項/テ—ル•ツイス 
ター•アワ|\閉会ゴング/ 
またあう日まで合唱 

• クラブ事務局 

TEL 〇七六-四四一-八三三三 
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隠(なばり)の里 

「伊賀」といぅ言葉を聞いて、 
まず思い浮かべるのは忍者だ 
ろぅ。が、 正直に告白す ると、 
今回の取材まで名張が忍者の 
里だとは思つていなかつた。 
伊賀忍者ィコール伊賀•上野 
だと思つていたのだ。 

だから、取材に同行して頂 
いた n 小野彰則と5?瀧泰一か 
ら百地三太夫の屋敷があるけ 
ど寄りますか、と聞かれても、 
とっさに返答出来なかつた。 
ところがどつこい、伊賀忍者 
の祖とも言われる百地三太夫 



は名張の人で、現在も子孫の 
方が住んでいるとい、っ。百地 
三太夫と言えば、アウトロ、~ 
ながら伊賀忍出身の石川五右 
衛門の師であり、講談や立川 
文庫の世界では真田十勇士の 
一人霧隠才蔵の師になつてい 
る◦ちなみに、水戸黄門に出 
ていた風車の弥七も伊賀•名 
張の忍者で、元義賊といぅ設 
定だつたらしい。 

そんな忍者たちが修行をし 
たと言われているのが、赤目 
四十八滝だ◦四十八というの 
は、数が多いとい、つ意味らし 


く、相撲の四十八手と同じこ 
とのよ、っだ◦特に有名なのが 
「赤目五瀑」と呼ばれる五つの 
滝で、中でも「荷担滝(写真 
右)」が、赤目四十八滝の最 
高峰と呼ばれている。赤目渓 
谷は全長約四キ U 、 かなりの 
アップダウンがある。 

ところで名張は『日本書紀』 
には「夜半に及びて隠の郡に 

到り . 」と書かれ、「隠」 

の文字が使われている◦古語 
の r 隠(なばり)」に由来す 
るもので、名張が山間の底に 
隠れて目立たないことから、 






そ、つ 呼ばれたのではないか、 
と言われている。 

日の当たらない谷間の渓谷 
は、そんな隠れ里の雰囲気を 
保ち、今にも岩陰や木立の陰 
から、 カムイ や卑ル丸が、飛び 
出してきそ、つである(ハット 
リくんでは、いけない)。 


❶赤目五湯の一つ、千手滝 
❷百地三太夫屋敷内にぁる三太夫の 
供養塔 

❸赤目四十八滝の入口にぁる延寿院 
は修験道の祖•役の行者が開いた 
と言われる 

❹赤目五湯の一つ、布曳滝。※赤目 
には P 玉置治郎経営の旅館「対泉 
閣(11:〇五九五-六三-三三五 
i\ WEB :www.akameonsen.comj 」 
がある 

❺名張では夜になると、各戸趣向を 
凝らした行燈がと もされる。 写真 
は「隠」の字が書かれた行燈 


廂間(ひやわい)の町並み 

名張は大坂•大和と伊勢を 
結ぶ初瀬街道の宿場町であ 
り、また名張藤堂家の城下町 
でもあった。そんな歴史を感 
じさせる家並が、今も多く残 
っている。特に、町の中を流 
れる城下川と、「ひやわい」 
と呼ばれる細い路地が、何と 
も言えない情緒を、名張の町 
に 与、 X - ている。 

城下川はかつて堀として、 
また用水路として使われ、名 
張の町中を網の目のよぅに流 
れている。上水道が整備され 
るまでは、野菜を洗つたりし 
ていたよ、っで、中には家の下 
を流れているものもあった。 
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❶ひやわい 

❷名張藤堂家邸跡 
❸名張駅前にある観阿弥像。名張は 
観世座を創立した土地で、その影 
響で名張市では能楽が盛んだ 
❹まちかど 博物館 「はなびし 庵」 

❺はなびし庵の奥座敷にある生人 
形。幕末から明治にかけ大坂や江 
戸の見世物興行で使われた細工物 
の I つで、生きた人間のよぅにリ 
アルに見えたことから名付けられ 
た。この人形を作った安田亀八は 
生人形の元祖と言われている 
©©名張には六軒の酒蔵がある。伊 
賀盆地の冬の気候が、酒づくりに 
最適で、清冽な湧き水と共に、お 
いしい伊賀酒を生み出している。 
写真は P 大西武夫経営の木屋正酒 
造 ( TEL : 〇五九五-六三-三三五 
I\ WEB :www.akameonsenbom) 
と製品。写首®は酒蔵を活用した木 
屋正酒造の利き酒コ—ナ I 
❽百年以上の歴史を持つ矢の伊老舗 
(口杉本肇 I \ TEL : 〇五九五-六 
三-〇五五三)の福鈴 
❾忍菓と呼ばれ、その昔、伊賀忍者 
の携帯食だった「かたやき」 



あちこちにある「ひやわい」 
を抜け、水路をたどって歩く 
のも面白ぃ。 

「ひやわい」とは「ひあわい」 
が転訛したもので、漢字で書 
くと「廂間」となる◦文学な 
どでお目にかかる以外は、死 
語に近い言葉だが、名張では 
まだ 現役で使われている ◦こ 
のまま 残してほしい言葉だ。 

名張の町中を歩いていて、 
もぅ一つ、目に付くものがあ 
る◦「伊賀まちかど博物館」 
と書かれた看板だ◦三重県に 
は、まちかど博物館と呼ばれ 
る一種の町おこし事業があ 
る◦最初は十年ほど前、伊勢 
の町おこしグループが始めた 
ものだが、今は県内に六力所 
の「まちかど博物館」がある。 

まちかど博物館は個人宅や 
仕寧場を開放し、コレクシヨ 
ンや伝統の技、手仕事などを 
見せてくれる◦伊賀まちかど 


博物館は全体で百三十六館、 
名張だけで三十六館がある。 

5?大西武夫の案内で、その 
代8「はなびし庵」を見せ 
て頂いた◦名張の中心部、石 
の大鳥居に近い「すみた酒店」 
の中にある。伊賀の地酒など 
が並ぶ店の一角に、江戸後期 
に町年寄りをしていたといぅ 
同家所蔵の貴重な「お宝」の 
数々が展示されていた。 

更に、築百七十年とい/^^ 
座敷には、大名火消し装束や 
約二百年前のものと言われる 
嫁入り道具などが置いてあっ 
た◦また、江戸末期のしつら 
えそのままの中庭もあり、迴 
り廊下から離れに、そしてな 
まこ壁の蔵へと続く。 

館長の角田勝さんは、まち 
かど博物館事業に非常に協力 
的で、奥座敷を催し物などに 
も開放◦これまで、展覧会や 
演奏会に使われている。また 
「はなびし庵」のホームぺージ 
广 www . geoclties . jp / hanablshlan 、 
も開設している。 

三十周年を迎えたラィオンズ 

名張ラィオンズ r (辻本林 
義会長/ 56 人)は一九七五年 
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二月二十三日、伊賀上野ライタ！ナイトを挙行した◦こ尾山ライオンズ r と姉妹提携イビテイは青少年育成と障害沿つた活動を実施した。(鈴) 
オンズ介ラのスポンサーにより の時、同日にチヤータ1•ナを結び、以来、双子同様に活者福祉に重点を置いており、 ■名張 ライォン H 7 ? から 読者 プ レゼ 
結成され、六月一日にチヤー イトを実施した石川県•金沢動をしているとい、つ。アクテ 三十周年記念事業も、これに ントがぁります(653。 



イラストマップ/小川和政 
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毎年 10 月第 2 土曜•日曜にうだつの町並みで開催され 
る美濃和紙あかりァート展(写真:美濃市観光協会） 





ると、江戸•大坂に販路を広 
げて巨富を築く紙商人も出る 
よ、つに なつた。 

幕末になると、外国貿易に 
手を染める商人も出て、美濃 


和紙の名を海外に広めた。 

上条にある八幡神社は、中 
世のころ、この美濃和紙の故 
郷を治めていた守護土岐家の 
信仰を集めていた。 

ここの八幡神社も、各地の 


八幡社と同じょ、 っに、 応神天 
皇を祭神としている◦土岐氏 
支配以後も領主の崇敬を集め 
て、いわば美濃和紙の里の歴 
史を秘めた社だと言えるのか 
もし和ない 

昔は、美濃まつりに繰り出 
す神輿も、神輿同士がぶっか 
り合う勇壮な祭りだったそう 
だが、今は、一基を担ぐそれ 
ぞれ五十人ばかりの若い人の 
熱気に、わずかにその面影を 
残すのみ◦それでも「オィサ 
ッ、オィサッ」の掛け声に昔 
の勇壮なぶつかり合いを偲ぶ 
人も あると いう。 

繰り出す花神輿は大小おょ 
そ三十余り。子どもの花神輿 
も加わって、太鼓の音に合わ 
せて、古い商家の残る町を練 
裏 ノく〇 

花神輿同士が町で出会う。 


担ぎ手の掛け声は、ぐんと高 
まり、行き六又、っ花神輿に飾ら 
れた桜色の和紙が互いに触れ 
合って、さながら桜吹雪のよ 
うに紙の花びらが舞、っ。 

美濃祭りは毎年、四月の第 
二土曜と日曜に 行われ、 土曜 
の夜には、即興の寸劇とでも 
言うべき「流しにわか」が演 
じられる。 昔、山車の後に付 
いて歩いた人々が、即興で寸 
劇を演じたのが 始まり だとい 
う。美濃弁の即興寸劇は、ま 
さにこの地ならではのもの。 

祭りの後、「美濃和紙の里 
会館」に足を運ぶのもいいか 
もしれ ない。美濃和紙の作ら 
れていく過程が紹介され、紙 
漉き体験も出来る。 

美濃 まつり、/つららかな日 
差しの中で、美濃路の春を満 
喫出来る祭りである。 


春四月、満開のシダレザク 
ラの並木かと見紛、っばかりの 
花神輿が繰り出す。 

岐阜県美濃市上条にある八 
幡神社の祭礼だ◦といぅより 
は、むしろ美濃和紙の産地美 
濃市を挙げての春祭だと言つ 
ていい。古くからの商家が軒 
を連ねる町並みに、動くシダ 
レザクラの花々の群れがやっ 
て来たとでも言お、っか。 

細く割った竹に、この地特 
産の美濃和紙を桜色に染めて 
飾りつけ、それを束ねて、繰 
り出す神輿の屋根に、びっし 
りと取り付ける。 

これが地元で花神輿と呼ば 
れるもので、和紙の優美な美 
しさがこの上なく生かされ、 
まさに花神輿の名そのままの 
華麗さだ。 

美濃和紙の歴史は古い。 


岐阜県の西部、大日ケ岳に 
源を発した長良川は、美濃市 
で西から流れて来た板取川と 
合する◦板取川は福井県との 
県境に発して全長五十ーキロ、 
その流域は昔から美濃和紙の 
産地として知られていた。 

美濃和紙の名が文献に現れ 
たのは八世紀の半ばごろと言 
われるが、この地で和紙が作 
られ出したのは、それよりも 
百年ほども前ではないか、と 
言われているよぅだ。 

紙を商ぅ市も今の美濃市大 
矢田の辺りで開かれていた。 
月六回、五日間ごとに開かれ 
る定期市場であった。 

この市場は応仁の乱で一時 
閉ざされたらしいが、戦乱が 
収まるにつれて再び盛んにな 
り、領主も大いに紙漉きを奨 
励、江戸時代の元禄年間にな 



■文：篠崎淳之介/切画：風祭竜 I 


り」岐阜県美濃市 

紙の伝統に彩られて 

#をことほぐ花神輿のにぎわ： 
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❿ 祭りメモ 

毎年四月第二土曜•日曜。 
問い合わせ先：美濃市観光協 
会 TEL 〇五七五-三五-三六六 

〇) 


•アクセス 

長良川鉄道•美濃市駅下車 
徒歩五分。東海北陸自動車道 
S 濃 1 C から車で+分。 


• 周辺クラブ 

美濃市には I 九七七年に関 
ライオンズ r のスポンサ—で 
結成された美濃ライオンズ ， r 
(古田百1会長/45人： TEL 〇五七 
五-三五-〇ニニ〇)がある。 
継続事業として青少年スポ— 
ツ活動への支援(少年野球、 
少年剣道)、障害者福祉施設へ 
の支援(ボウリング大会、文 
化祭)などを実施。また、地 
域住民の交流の場(親子ふれ 
あいマス釣り大会、バルーン 
水ロケット大会)の提供や、 
+年目を迎え、昨年総務大臣 
賞を受賞したあかりアート展 
の協賛など、労力奉仕にも汗 
を流している。近隣の関、郡 
上八幡、岐阜北、板取スイス 
村の各クラブとは、それぞれ 
年|回の合同例会を開催し、 
親睦を深めている。 

情報/旦野隆晃 (I • PR 委員) 
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日本の 風景 


■文：編集部 


長野県•穂高 

愛神とわさびで知られる 

春賦」の里 


「春は名のみの風の寒さや」 
で始まる唱歌「早春賦」は、 
吉丸一昌が、穂高町辺りの雪 
解け風景に感動して作つたと 
言われる◦当時、吉丸は何度 
となく安曇野に足を運んでい 
たといい、よほどその風！！！ M に 
心惹かれていたのだろぅ。 

黒澤明監督の映画 r 夢」の 
最終話「水車のある村」も、 
ここ穂高町で撮影された◦こ 
こで黒澤は水車小屋の老人を 
通して、 自然を尊び共存する 
人間の姿を語らせる◦それは、 
全八話からなる「夢」の締め 
くくりと して、 黒澤が見せた 
人間への希望のメッセージだ 
と言われている◦その舞台と 
して 選ばれたのが、穂高町で 
あつたわけだ。 

安曇野は、残雪を頂く北ア 
ルブスの下、 J £ 々とした田園 


風景が展開し、道端には道祖 
神がたたずむ◦まさに、日本 
の原風景を見る ょ、っな、ゆつ 
たりとした 景色が広がる。吉 
丸一昌や黒澤明ばかりでな 
く、多くの観光客が、安曇野 
の魅力にひかれ、この地を訪 
れている。 

表紙の写真は、その安曇野 
にあるわさび田を撮卑ルしたも 
のだ◦穂高町は北アルプスの 
麓に広がる扇状地の末端にあ 
る◦アルプスに発した水は、 
いったん分岐した後、再び集 
まり、穂高で合流する。この 
清冽な地下水を利用して、広 
大なわさび田が開かれた。 

ここでちょいと、わさびに 
ついて 一くさり◦わさびはア 
ブラナ科の多年草で、日本特 
産。学名は wasabiajaponica。 
本わさびは、水がきれいで水 


温が年間を通して十三〜十六 
度、水の量や流れの強弱が一 
定で、日差しをさえぎるため 
の落葉樹があるなど、さまざ 
まな条件が揃った土地でない 
と育たない、と言われる◦安 
曇野に湧き出る北アルプスの 
地下水は、四季を通じて水温 
十三度前後◦まさに、っってつ 
けなのだ。 

わさびは季節に関係なく一 
年中収穫出来るが、わさびの 
花が咲くのは二月下旬から四 
月にかけて。これからが見ご 
ろだ◦早春、久、眠から目覚め 
たかのよ、っに、可憐な十文字 
の白い花が咲く。 

わさびの花は茎同様に食べ 
ることが出来る◦天ぶらにす 
ると、、つまいらしい。 爽やか 
な苦味と独特の風味が たまら 
ないそうだ〇 (鈴) 


•観光 I ロメモ 
大王わさび農場や穗高川わ 
さび園周辺は、のどかな田園 
風景が展開する。近くには早 
春賦碑もぁり、道祖神も多く 
点在している(道祖神マップ 
ぁり=二百円)。日本の近代彫 
刻の扉を開いた荻原守衛(碌 
山)や高村光太郎などの作品 
を展示する碌山美術館も訪ね 
てみたい場所だ。 

•アクセス 

JR 大糸線穗高駅下車。車 
の場合は長野自動車道豊科— 
C を利用。 

• 周辺クラブ 
穂高ラィオンズ r (山口匡 
夫会長/47人 TELO 二六三- 
八二-七七四七)は I 九八五 
年の結成。二〇〇〇 - 〇 I 年 
度には若宮昭三ガバナーの 
下、 334 -巳地区キャビネット 
を持つている。 
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Executive Officers Message 


執行役員メッセージ 



LCIF の成果に高い評価を国際役員会員増強運動 ライオンズの本質と成果 


今年、15周年を迎えた視カファー 
ストは失明予防に大きく貢献してお 
り、会員1人ひとりがその成果を高 
く評価しなければなりません。失明 
の80&は予防可能な原因によるもの 
です。この事実に驚かされたライオ 
ンズは視カファーストを始め、15年 
という比較的短い期間に、2,400万 
人もの人々を失明から救ってきまし 
た。白内障手術で視力を取り戻した 
人々は460万人、失明の危機を免れ 
た人々は2,000万人に達しています。 
また、この事業を通して眼科医療も 
改善され、イ可億もの人々がその恩恵 
を受けています。 

視カファーストは回避出来たはず 
の失明の予防と根絶を目指す大規模 
な取り組みです。その目標の実現は、 
1990年以前には不可能だと考えら 
れていましたが、会員の努力は大き 
く実を結びました。世界人口が 20 fc 
増加し高齢化が進んでいるにもかか 
わらず、現在の失明者の数は当時を 
下回っています。とはいえ、我々は 
これまでの成功に甘んじてはいられ 
ません。寿命は急速に伸びつつある 
上、さまざまな要因がイ可百万人もの 
視力を脅かしています。ただちに行 
動を起こさない限り、失明者の数は 
2020年までに倍増し、7,500万人に 
達する恐れがあります。しかし、ラ 
イオンズはその熱意と能力で、必ず 
や失明を食い止めるはずです。 


数年来、世界の会員数は140万人 
前後で停滞を続けています。このよ 
うな状況を踏まえ、クジアク国際会 
長は今年度、国際役員会員増強運動、 
通称 「 I 0 GI 」 と呼ばれる世界的な取 
り組みに着手しました。私たちはあ 
らゆる会員の動機を高め、一定の速 
度で新会員を確保することで、年度 
末の会員純増を果たす必要がありま 
す。 I 0 GI ではこの難しい仕事を、元 
国際理事と地区ガバナーを含めたす 
ベての国際役員の明確な責任として 
位置付けています。この体制を通し 
て、複合地区、地区、リジョン、ゾ 
—ン、最終的には個々のクラブに至 
るまで、国際協会の全体において会 
員増強の意欲を高めることが出来る 
でしよう。 

各クラブには平均1 .5 人の新会員 
を確保し、の会員純増を果たす 
という基本的な義務が課せられてい 
ます。各クラブが現在の会員を維持 
したまま、1〜2人の新会員を確保す 
ることが出来れば、疑いなく会員増 
強の黄金時代が実現されることでし 
よう。国際本部では、意欲の向上に 
役立つ冊子、資料一式を収めた道具 
箱、多様なアワードや表彰などを用 
意し、さまざまな形でこのプログラ 
厶を支援しています。 

世界中にいるライオン.リーダー 
が困難に立ち向かい、この計画を成 
功に導かなければなりません。 


会員の皆さんは、地域社会と恵ま 
れない人々に大きく貢献していると 
思います。しかし、それにもかかわ 
らず、「ライオンズクラブは町で最 
も知られざる存在である」という言 
葉を極めて頻繁に耳にします。個々 
のクラブはこうした状況を覆し、ラ 
イオンズの本質と成果を町中の人々 
に高く評価させなければなりませ 
ん。そのためには、質の高い広報プ 
ログラムを計画 • 実施し、報道機関 
と緊密な関係を築くことによって、 
クラブの活動や今後の計画に関する 
情報を確実に一般の人々に伝達する 
必要があります。 

クジアク国際会長はクラブの成果 
をためらわず他者と分かち合うよ 
う、会員に強く呼び掛けています。 
クラブの成功にとって、自らが奉仕 
する地域社会の財政的 • 精神的な支 
援は不可欠です。クラブの成果に対 
する人々の認識が深まれば、彼らは 
ますます f 責極的にクラブを支援して 
くれることになるでしよう。 

クラブと地区はそれぞれに PR 委 
員長を任命し、会員の目覚しい成果 
を積極的に人々に伝達するべきで 
す。ライオンズクラブ国際協会は、 
地域社会と恵まれない人々に奉仕す 
る世界的な指導者です。そのイメー 
ジを更に高めるためにも、自らの成 
功を人々に語り続けようではありま 
せんか。 
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2003 -04 年度 
LCIF 理事長 
ケイ • K • フクシマ 


2003 -04 年度 

ライオンズクラブ国際財団 ( LCIF ) 年次報告 

LCIF Annual Report 2003 -04 Lions Clubs International Foundation 


「ウイ•サープ」を使命に 
人道支援に邁進 


私は読心術も千里眼も持ち合わせ 
てはおりませんが、皆さんが今、正 
しい行いをされていることを知つて 
います◦献金をしたり、奉仕に時間 
を費やした「あなた」のことです。 
皆さんは仕事や夕食を終えて、リビ 
ングル^~ムでリラックスしてこれを 
お読みかもしれません。しかしその 
瞬間も皆さんは、白内障の手術によ 
ってだれかの視力を取り戻し、大洪 
水の被災者に食糧や毛布、医薬品な 
どを提供し、障害を持った若者の職 
業訓練を助けているのです ◦ LCI 
F はこれらの驚くべき事業を日々、 
毎時毎秒ごとに実現しています 。 L 
c IF を支援する皆さんラィオン 
ズ•メンバーは、地域であるいは地 
球規模での素晴らしい活動を可能に 
しているのです。 

LCIF を通じて行われるライオ 
ンズの善行は二〇〇三-〇四年度に 
おいても大きな影響力と功績を刻み 
ました ◦ LCIF は四五八件、計二、 


〇〇〇万ドルの交付金を拠出しまし 
た。これらは皆さんのよぅな、隣人 
を助けたり、隣人の健康促進に寄与 
したり、より 生産的な 日々 を送るの 
を手助けするライオンズの活動を可 
能にしています。 

出来れば LCIF 年次報告のすべ 
てをお読み頂きたいのですが、ここ 
ではそのハイライトをご紹介しまし 
よぅ。 

• 視カファーストがスタ1卜して十 
五年◦ライオンズの最も野心的な 
この事業はこれまでに四六〇万人 
の視力を回復、二、〇〇〇万人以 
上を失明の危機から救ってきた。 
これはライオンズがキヤンぺーン 
視カファーストで集めた献金によ 
り、一人当たりわずか六ドルで視力 
回復や失明予防を実施したことを 
意味する 

❿ L cIF の低価格で高品質な補聴 
器は多くの人々に、より高い聴力 
をもたらす◦それはつまり、彼ら 
が仕事を得、学校で学ぶことを可 
能にすることである 
• ライオンズ-クエストは現在、約 
三十力国で実施されている◦世界 
中の生徒が責任や効果的なコミユ 

ニケ^—シヨン、薬物やアルコ^ —ル 

の回避を学んでいる 


私たちは多くの功績を上けてきま 
した。しかしご存じの とおり、 私た 
ちの地域社会で、そして地球規模で 
私たちの奉仕活動が今も求められて 
いるのです。私はライオンズとその 
パ^—トナ^—の皆さんに献身頂いてい 
ることに感謝し、今後もまた更に寛 
容にあなたの時間とお金を提供して 
くださるよぅお願い致します。私た 
ちの奉仕はあなたの不動の支援によ 
つて支えられているのです。 

♦ 

【二 〇〇 三年度 LcI F デ I 夕】 
▼主要分野の交付金承認件数と金額 

視力関連=一〇六件九六九万ドル(ぅ 
ち視カファースト交付金は四九件 
七九〇万ドル)。インドの白内障手 
術キヤンぺーン、モロッコにおけ 
る視カファーストの失明予防及び 
目のケアなど 

健康関連=四九件一九五万ドルマリ 
における妊産婦センター建設など 
障害者関連=五一件二〇一万ドルヵ 
ナダの障害者用車両購入など 
災害援助 I 一〇件一九五万ドルアメ 
リヵの九•一一 被災者支援、韓国 
の台風被災者支援など 
青少年関連=四三件一九五万％ 一 
六件のライオンズ-クエスト交付 
金など 
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LCIF 財務状況報告(単位:ドル)' 


2004年6月30日現在 


資産 

2004 年 

2003 年 

現金及び等価物 

4,788,994 

5,248,117 

受け取り勘定 

385,024 

339,254 

アメリカ以外からの支払い*1 

6,559 

1,135,616 

在庫 

895,135 

637,438 

投資 

250,752,563 

239,492,656 

固定資産 

2,846,651 

3,454,638 

グッドウィル 

1，〇99,503 

1,138,420 

その他の資産 

692,983 

760,539 

資産総額 

261,467,412 

252,206,678 


2004年6月30日現在 


負債及び純資産 

2004 年 

2003 年 

交付金勘定 

48,714,129 

57,388,834 

ライオンズクラブ国際協会への支払い*2 

△1,078,083 

2,289,779 

公益寄付年金 

204,365 

176,343 

純資産： 

(213,627,001) 

(192,351,72 2) 

用途無指定 

208,645,468 

187,416,703 

用途指定 

3,338,091 

3,291,577 

遺贈による用途指定 

1,643,442 

1,643,442 

負債及び純資産総額 

261,467,412 

252,206,678 


*1 国情の関係上、カナダと才ーストラリアは国内に視カファーストロ座が設置されているため、その口座から送金されてくる献金。 

*2 ライオンズクラブ国際協会と LCIF は法律上別個の組織として存在するが、本部を同一とするため設備（印刷所）、ザービス（翻訳やグラフィックなど）を共有している。そ 
のため、必要に応じて互いに使用料を支払う 


丄 CIF 活動報告(単位:ドル) 


収入、収益及びその他後援金 

用途無指定 

用途指定 

遺 贈 

総 額 

献金 

16,614,312 

2,962,322 

0 

19,576,634 

一般献金 

16,614,312 

2,728,850 

0 

19,343,162 

視カファースト 

0 

233,472 

0 

233,472 

公益寄付年金純益 

0 

2,855 

0 

2,855 

ライオンズ-クエスト純益 

1,017,063 

0 

0 

1,017,063 

投資収益 

29,693,849 

0 

0 

29,693,849 

用途指定条件が解除された純資産 

2,918,663 

△2,918,663 

0 

0 

収入、収益及びその他後援金の総額 

50,243,887 

46,514 

0 

50,290,401 


支出及び損失 

用途無指定 

用途指定 

遺 贈 

総 額 

事業関係支出： 

23,568,099 

0 

0 

23,568,099 

交付金 

(19,618,60 8) 

0 

0 

(19,618,60 8) 

視カファースト （$1 ,319の交付金の純清算額） 

7,894,794 

0 

0 

7,894,794 

一般援助交付金（$48,924の交付金の純清算額） 

5,596,923 

0 

0 

5,596,923 

四大交付金（$238,607の交付金の純清算額） 

2,058,375 

0 

0 

2,058,375 

緊急援助金（$95,449の交付金の純清算額） 

1,064,551 

0 

0 

1,064,551 

国際援助交付金 

433,511 

0 

0 

433,511 

用途決定済み 

2,070,454 

0 

0 

2,070,454 

主要国際奉仕プログラム援助金 

300,000 

0 

0 

300,000 

人道主義大賞交付金 

200,000 

0 

0 

200,000 

奉仕活動プログラム 

(3,949,49 1) 

(0) 

(0) 

(3,949,49 1) 

視カファースト 

2,116,683 

0 

0 

2,116,683 

ライオンス'-クエスト 

1,169,259 

0 

0 

1,169,259 

その他 

663,549 

0 

0 

663,549 

事業関係以外の支出： 

5,446,668 

0 

0 

5,446,668 

運営費 

3,259,432 

0 

0 

3,259,432 

広報費 

2,187,236 

0 

0 

2,187,236 

為替の純損失額 

355 

0 

0 

355 

支出及び損失の総額 

29,015,122 

0 

0 

29,015,122 


純資産増加(減少)額 

21,228,765 

46,514 

0 

21,275,279 

年度当初の純資産 

187,416,703 

3,291,577 

1,643,442 

192,351,722 

年度末の純資産 

208,645,468 

3,338,091 

1,643,442 

213,627,001 


ぐ注記> 

* LCIF は会費からの資金を一切受け取らない。 

* 承認されながらも未払いの資金残高及び助成金用資金は、ア 
メリカ政府や国家機関が発行する債券、社債、株式などに投 
資される。 

* LCIF の運営費及び広報費は投資の利息からのみ支払われる 
(2003 - 04年度の同費は総収入の 10.8 為)。 


* LCIF の運営費及び広報費には MJF の盾やピンなど献金者表彰 
の費用、会計管理や財団運営費などが含まれる。国際本部に 
支払う手数:料もこれに含まれる。 

* LCIF の投資市場価格は2004年6月30日現在で 25a 752,563ドル。 
*2003-04 年度 LCIF 会計報告書（英語）は LCIF コミュニケー 

シヨン課 （630-571-5466 内線 386) から入手出来る。 
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2003 -04 年度 

ライオンズクラブ国際協会収支決算報告 

The International Association of Lions Clubs Actual Revenue and Expenditures for 2003-04 Fiscal Year 


I 2003 -04 年度収入(単位:1，000ドル) 

2003年度の収入は、会費増額及び投資の好結果により 
前年度に比べ840万、増加 



I 2003 -04 年度支出(単位:1,〇〇〇ドル） 

2003年度の支出は、会費増額を受けいくつかのプログラムが再開し、 
前年度に比べ280万、増加 



収入総額 

(100%) 

48,259 

支出総額 

(100%) 

45,144 

A . 国際会費 

(81.0%) 

39,101 

1 . 

国際大会及び会議 

(8.5%) 

3,828 

B . 入会費及びチャーター費 

(6.7%) 

3,239 

2. 

『ライオン誌』 

(16.1%) 

7,290 

C . 投資収入 

(5.5%) 

2,647 

3. 

地区ガバナー及び地区ガバナー ■ 

.エレクト（14.4%) 6,516 

D . 追加大会収入 

(2.1%) 

1,017 

4. 

国際役員及び国際理事 

(7.4%) 

3,339 

E . その他 

(4.7%) 

2,255 

5. 

責任保険 

(4.6%) 

2,085 




6. 

クラブ及び地区プログラム支援(30.6%) 

13,795 




7. 

国際本部 

(15.7%) 

7,091 




8. 

未回収の会費 

(2.7%) 

1,200 


【貸 li 対瘕 d ( 単位： 1 ,〇〇〇ドル 〉 I 2 00 4 年 6 月 3 0日現在 


資産の部 

負債の部 

現金及び等価物 14,318 

未収入金 3,124 

その他の流動資産 1,912 

有価証券 24,607 

不動産及び備品 11,469 

未払金 4,161 

未払費用 5,633 

固定負債 13,091 

正味財産の部 

期首残高 27,809 

当期収支差額（損） 3,115 

最小限年金資産調整 1,621 

当期末残高* (32,545) 

合計 55,430 

合計 55,430 


*緊急用積立金43,925,422 K ル を除く 


ライオンズクラブ国際協会の監査済み年次財務報告書は、書面にて E メール （treasurersionsclubs.org) 、 

またはファクス (630-571-5386) でご要望ください。 
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• 獅子吼(ししく) 

① 仏が説法するのを、 
獅子が吼えて百獣を 
恐れさせる威力にた 
とえていう語。 

② 大いに熱弁をふる 
うこと。(広辞苑) 


題字/井上誠(兵庫県•神戸舞子) 
(応募要領 i 5.6 r ) 


チヤーター•メンバーとしての 
思い出と迷い 

後藤次夫(北海道•函館北斗) 

後一力月で齢七十八歳を迎える◦長い人生 
とはまだ言えないが、ラィオンズ人生四十三 
年を経た◦私の社会的人生は函館北斗ラィオ 
ンズガ ラと 共に生まれ、共に育って きたと 言っ 
ても過言ではない。まだまだやりたいことは 
山ほどある。肉体は老化の一途をたどつてい 
るようだが、私の気持ちはまだまだ闘いに燃 
えている〇 


一方、函館北斗ライオ 
ンズ r は他のクラブに 
対し誇れるほど立派に育 
った◦会員数は全盛時に 
比べると半数ほどに減っ 
たが、メンバーは皆元気 
で明るく、団結力の強い 
組織になった◦私はチャ 
. —夕^— •メンバ^~として 
在籍していることを誇り 
に思っている。 

我が函館北斗ライオン 
ズ r は一九六一年十二 
月六日、函館ライオンズ r のスポンサーにょ 
り、四十人のチャ^ — ター•メンバ^ —で設立さ 
れた。他クラブからの転籍会員は一人もいな 
かったので、手続き•運営に関しては非常に 
苦労した◦当初の一年間は毎晩のょぅに函館 
駅前のホテルに集まり、ライオンズクラブ国 
際協会会則を始め、諸規則の学習をしたもの 
だった。 

若さと勢いにあふれた我がクラブは、新し 
いアイデアのもとに数々のアクテイビテイを 
実施してきた◦当時、日本は三年後の東京才 
リンピックを控え、経済•文化共に世界に向 
けてアピールしようと世の中にも勢いがあつ 


た◦しかしその反面、いまだ戦後の傷跡深く、 
白衣を着た傷痍軍人の物乞う姿や、公共の収 
容施設(共同宿泊所•民生寮•児童収容施設 
等)に収容されねばならぬ貧困な市民が多く、 
矛盾に満ちた社会だった◦このような状況の 
中では、ライオンズのボランティア活動は非 
常に有意義であった◦我々の活動は多くの地 
域住民の支持を得ていたと自負していた◦そ 
の中から学ぶものが多く、そのことが我々の 
日常生活の生き甲斐になっていたと思う。 

しかし、今の現実を見たらどうだろ/っ◦確 
かに日本は豊かになった◦終戦時の焼け野原 
から血のにじむような努力によって、世界で 
二番目の経済大国と言われるようになった。 
金さえあればほしいものは何でも手に入る。 
しかし、果たしてこれが幸せな社会なのかは 
疑わざるを得ない。毎日のように新聞紙上を 
賑わせている友人、家族に至る残虐な殺し合 
い、騙し合いは、これが人間のすることなの 
かと目を覆いたくなる。まさに世紀末の様相 
だ◦そこには我々ライオンズの根本にある 
「自由と平和を愛し、共に助け合い、共に生 
きてゆく」精神はみじんも見られない◦こん 
な社会にあって、ライオンズの存在価値は何 
なのだろ、っ◦我々の長期にわたるアクティビ 
ティは何の役にも立たなかったのだろうか〇 
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ィラスト/小川和政 


あるメンバーは言う。「そんなに難しく考 
える必要はない◦とにかく我々は地域住民の 
求めていることをやればいいのだ」と◦しか 


し、本当にそれで良いのだろうか◦我々の力 
で出来ること、出来ないことがある◦また、 
地域の人々の要望が必ずしも、良き社会を作 
ろうとする方向を目指しているとは限らな 
い◦何が善で何が悪なのか分かりにくい、混 
乱•変化の激しい社会の中で、「良き社会」 
を作るためには、その本質をしつかりととら 
える必要があると思、っ。 

今、世界も日本も重大な岐路に立っている 
と思/っ。こんな時こそ、我がラィオンズクラ 
ブの社会的存在意義がますます重要になって 
くるはずだ。我々ラィオンに与えられた使命 
も大きい。地域の人々、日本の人々、世界の 
人々と一緒になつて汗を流そうではありませ 

ノ 、〇 

ん力 

(歯科医師. 78 歳) 


ひよつ子ライオンのささやき 

川口敏子(大阪府•東大阪ききょう) 

ライオンズクラブとのご縁を頂いて一年十 
力月が過ぎようとしています。例会のたびに 
新しい経験をし、多くの方々と出会い、友情 
を深め、自分の人生まで勉強させて頂くこと 
のありがたさを、しみじみとかみしめていま 
す◦新クラブとしてメンバ^ —一同スタ^ —トラ 
インに立ち、『ライオンズ必携』やガイディ 
ング•ライオンから一つひとつ学んでいく、っ 
ちに、一年があつという間に過ぎていました。 
二年目の今、新たなる出会いの中にいる私は、 
本当に幸せ者と思えるようになりました Q 
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今年度は地区女性会員増強及び参加委員と 
して、高橋かず子委員長始め委員の方々と共 
に勉強する機会に感謝。皆さんすてきな方々 
ばかりです〇寺田茂治 335 -6地区ガバナーの 
方針に従って、高橋委員長は「女性会員千人」 
を目標に掲げ、女性クラブ十九クラブの例会 
を訪問することによって、退会防止、会員増 
強を訴えていこうと活動を繰り広げていま 
す。訪問によって、各クラブが抱えている問 
題を同じ女性の目線で話し合い、解決につな 
げていければと頑張っています。 

他クラブの例会の空気を感じたことは私に 
とつて貴重な体験でした◦そこで考えたのは、 
女性クラブを作られた時に先輩ライオンたち 
の中で十分に話し合いをし、女性が入会する 
意義と理解を得られてからの結成であったの 
かということ。新クラブを育てるリ^ —ダ^— 
(ガイデイング•ライオン)に『ライオンズ 
必携』を身に付け、しつかりと指導すること 
の出来る方を選ばれたのかということです。 
国際協会は指導力を高めるセミナーを開催し 
ています◦いかに指導者が大切であるかとい 
、つ基本を徹底させれば、発展性のあるクラブ 
作りが出来るのではないでしようか。 

入会される女性たちは、皆高い理想と社会 
奉仕に、また友愛を深めるべき活動に精進し 


ています。男性と女性の力を合わせることで 
これからのライオンズクラブはもっと発展す 
ると思います。 

ある若者が、幸福論としてこんな文章を書 
いているのに出会いました〇 
「(略)真の幸福とは『どれだけ自分を超え 
たところで生きて、そして、死に際して もど 
れだけ自分のために死ぬ というと ころから離 
れられたか』で得られるものではないであろ 
うかと 今は結論付けています。その真の幸福 
感を得るためには、自分を無くして、『どれ 
だけ世の中のために、または人のお役に立て 
たの か』という ことの 実践が 大切であると 考 
えています」 

これからのライオンズ•ライフの 中で、 し 
っかりと心を磨き、「ウイ•サーブ」に向か 
って、一つひとつ積み重ねていきたいと思い 
ます。 (主婦 • S 

実り大きい 

LCIF • MJF クル 1 ズ 

有野勇(兵庫県•三木) 

五回目を迎えた~ iF クル^—ズに、このた 
びようやく参加出来た◦今年は、ロサンゼル 
ス郊外アナハイム近くのサン•ぺードロ埠頭 



一_ 

a 


を起点にプエルト•バジヤルタ〜マサトラン 
〜カボ•サン•ルーカスを巡るクルーズだ〇 
二〇〇四年十一月五日、妻とソウル経由口 
サンゼルス入り。同じ飛行機に、前国際会長 
のテーサップ•リ 1 LCIF 理寧長ご夫妻が 
乗っていたので驚いた。翌日、純白のダイヤ 
モンド•プリンセス号に乗船◦いょいょ八日 
間のクルーズが始まった〇 

L c IF 理寧長がホスト役を務める M _~ -F 
クルーズには、世界各国からライオンとその 
家族百人が集まり、 MJF ピンの授与式のほ 
か寄港地のライオンズ•メンバーとの交流会 
が開かれる。日本人でただ一人、初回から参 
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加している5?大工園隆(京都イ ー スト•ライ 
オンズ r ) にいろいろアドバイスを頂いたお 
かげで楽しい旅となつた。そこで、このクル 
1ズの行事内容を紹介しよぅと思/つ。 

十一月八日(月)午前十時過ぎから船上の 
プリンセス劇場でセレモニーが行われ、一人 
ひとりにテーサップ•リー理事長から感謝の 
言葉が贈られた◦私は妻と一緒に MJF 二十 
五回目のピンを頂いた◦その後、 MJF 昼食 
会で海外のライオンと交流を深めた。 

十一月九日(火)早朝、プエルト•パジャ 
ルタに入港◦ここには LCIF 交付金で学校 
が建設されており、その卒業生である市長か 
ら温かい歓迎の言葉と、感謝状を頂いたほか、 
「ライオンズ B 」 と名付けられた学校の生徒 
約四十人から歓迎を受けた◦その後、レスト 


ランに場所を移し昼食を兼ねた懇親会が行わ 
れた。本場メキシコの音楽の生演奏やダンス 
は素晴らしかったが、陽気で明るい地元 ライ 
オンが勧めるテキ^ラには参った。 

十一月十日(水)早朝、マサトラン入港。 
地元のライオンズ会館で昼食を頂きながらバ 
ンド演奏や歌、踊りで歓迎を受ける◦会館前 
の通りは「ライオンズ通り」と名付けられて 
いる そ/っだ ◦このクラブは一九四四年に結成 
され、今年六十年を迎えるメキシコでも歴史 
のあるクラブ。夜は船内のナイトクラブで理 
事長夫妻主催の盛大なカクテル•パーティー 
が行われた。各国から乗船のライオンズとグ 
ラスを傾けながら友好を深めた Q 

十一月十一日(木)早朝、カボ•サンルー 
カス入港◦アーチ形の奇岩が並び、八百種類 


以上の魚が見られる魚の宝庫で、世界の有名 
人やハリウッド•スタ^~が訪れることでも有 
名だ◦テンダーボートと呼ばれる百人乗りの 
救命用ボートに乗船して観光に出掛け、町を 
散策し、素晴らしい景色を堪能した。夜は最 
後のフォーマル•デイナーの後、夜遅くまで 
踊り歌った。 

十一月十二日(金)、船長の計らいで操航 
室を見学する ことが 出来た ◦これ も貴重な体 
験だった。夜は理事長夫妻主催のお別れカク 
テル •パ ー テイ ー が行われた◦私の妻を含め、 
四人のライオンズ•メンバ^ —以外から LCI 
F 献金の申し出があり理事長から紹介され 
た。また MJF セレモニーで撮影した写真や 
マサトラン•ライオンズガ ラから 感謝状を頂 
き、たいへん感激した。 
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本当に実りあるツア^ —に参加することが出 
来、満足している◦来年十月のツアーの予約 
をして散会した。 (宅地建物取引業.59歳) 

ミツキ-—难发ランドツア • ~ 

障害者に愛の明かりを 

掘孝至重 S 

二〇〇四年十一月八日、穏やかな秋空の下、 
東京都内在住で車いすを利用されている身体 
障害者及び知的発達障害者の方々四百七十七 
人と付き添い四百五十人の皆さんをご招待 
し、東京ディズニ^ —ランドでの一日を楽しん 
で頂きました。 

330- A 地区社会福祉•ボランティア委員会 
を中心に各クラブ主体の参加を呼び掛け、全 
クラブから八百五十四人の会員が涙と感動の 
労力奉仕に汗を流しました◦これは山浦晟暉 
地区ガバナーが、所属する東京新宿ライオン 
ズ r の会長当時、ディズニーランドに車いす 
利用の身体障害者を招待し、たいへん感動的 
なアクティビティであつたことから、いつか 
再び実現したいと願ってきた企画です。 

障害者の方々の多くは、地域において閉ざ 
された環境で生活され、活動範囲が狭く限ら 
れています◦一方では障害者に対する理解不 


足によって社会参加を阻んでいるケ^ —スもい 
まだに見受けられます◦障害を持つ人々が安 
心して生活出来る地域社会づくりが喫緊の課 
題と考えます。今回のアクティビティが目指 
すのはまず、障害者の皆さん、ボランティア 
とライオンズのメンバーが交流を深めること 
でした◦更にこぅした交流を通じて、自立心 
や社会性を養、っことも企画の軸にあります。 

当初、ディズニーランドを経営するオリエ 
ン タル ランドに企画を提案した折には、趣旨 
は賛成するものの、規模が大きく前例のない 
ことで、戸惑いがありました◦緊急時の対応 
策、救護室、障害者用トイレ、アトラク ショ 
ンでの対応など多くの課題があり、何度も協 
議を重ねました◦また都福祉局や社会福祉協 
議会にも、アンケートからスケジユール作成 
に至るまで多くの示唆に富んだアドバイスを 
頂きながら、実現に向けて進めていきました。 

当日はアテネ•パラリンピックの金メダリ 
ストである水泳の成田真由美さん、マラソン 
の高橋勇一さんが駆けつけ、金メダルに触ら 
せてもらった感動で涙ぐむ障害者の方もいま 
した。園内では ミツキ ー、 ミニ ーの温かい歓 
迎を受け、アトラクションや買い物を楽しみ、 
それぞれに思い出を作りました◦帰り際には 
見送りの山浦ガバナー始めメンバーに、「こ 


んなに素晴らしいイベントを企画して頂き、 
本当にありがとう」と感謝の言葉が寄せられ 
ました。その後 もたく さんの感謝の電話や手 
紙が届いています。 

各クラブでは、こうした活動をクラブやリ 
ジョン、ゾーンでも行いたい、これぞラ イオ 
ンズだ、と奉仕活動に火がついたようです。 
若いメンバーからは、入会してよかつた、こ 
れで胸を張って友人に入会を勧められる、と 
い/ Hi 尸も聞かれました。少人数でもやれば出 
来ると活性化したクラブもあり、我々ライオ 
ンズとしても大いに得るものがありました。 

S 築士 .56歳) 
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徘 

璿 

1 

者 


【入選】 


森澄雄 


【特選】 

早池峰は神住まふ山初景色 


(岩手県•花巻東)竹田 功 


(評)早池峰山は岩手県稗貫郡大迫町•下閉伊郡川井村にあり、東根岳. 
東岳とも呼ばれ、遠野市北端、北上山地のほぼ中央に主峰として位 
置してぃる〇標高一九一四だ。古くょり霊場として知られ、山頂に 
早池峰大権現がまつられ、大償神楽•岳神楽がある◦まさに神住ま 


う山◦元日の瑞気に満ちた風景だ。 


水軍の島と伝へて枇杷の花 


(兵庫県•神戸シニア)中村麦芽子 


(評)広島県尾道港の南約二十キコの海上にあり、因島は一島で因島市を構 
成◦室町から戦国時代まで因島村上水軍が島を支配した◦因島市史 
料館に村上氏をしのぶ資料が数多く残されている。島は柑橘類の栽 
培が盛ん。いま枇杷の花が咲いている。 

(応募要領丨56;3 


起重機に空の広さや久、茜 

(千葉県•大栄)野平婦基子 
青き海黄金稲穂の千枚田 

(千葉県.船橋 シニア) 小嶋廣次 
青々と湾吹き晴れて百合かもめ 

(千葉県.船橋シニア)紺谷宗男 
妻の背を流せし旅の初湯かな 

(千葉県•流山)皆川春安 
朝ぼらけ月細くして寒に入る 

(埼玉県•大宮中央)尾形康夫 
結ひ上げし項艷めく成人祭 

(愛知県.南知多)内田二三子 
茶の花や弘法大師入寂地 

(愛知県•西尾)牧 孝 
部屋部屋に懸け替へ廻る初暦 

(愛知県•高浜)岩月三則 
遺されて生きる運命木の葉髪 
(三重県•松阪はなしょぅぶ)大西さよ 
雪しまく浜に貼りつく竹養舟 

(福井県.敦賀)山本麓潮 
去^ Hr 年気比には朱を刷く大鳥居 

(福井県.敦賀気比)士口田進一 
終大師五重塔を目指したり 

£ハ庫県.西脇)高瀬博子 
鳶の笛聞ゆる浦曲初景色 

(大阪夕陽丘)北川匡子 
父似とも母似とも言ひ初写真、 

(大阪府•池田)池田睦子 
若水を汲むや一杓一菩薩 

(和歌山県•伊都高野山)慈幸千寿 
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歌 

请 

1 

者 


【入選】 


春日真木子 


【特選】 

向かい家も我が家も老の障子張りやわき冬陽の背なにぬくとし 

(神奈川県•小田原)清水幾代 

(評)障子の張替え、昔は夏から秋への季節の替り目に、蔵っておいた障 
子を出して張替えたようだが、ここでは「久、陽」とあるから、正月 
を迎える支度であろうか◦仄かな冬の日差しを背にうけながら障子 
を張替える◦おそらく庭先か、縁側での作業であろう◦と、向かい 
の家でも同じく障子を持ち出している。しかも、張替えは、老いの 
役目。「老」が効いている◦老に甦るあざやかな手付きと、張りあが 
る障子の白いうつくしさが見えてくる。日本的情感の、なんともな 
つかしい光景が、やわらかく表現されている。 

(応募要領 —561) 


沸沸といのちかきたて神棚の片目の 
達磨に杯をあぐ 

(青森県•弘前)岩間 甫 
空襲も凝視しにけん岩木山夕焼空に 
ただ黒く立つ 

(青森県•弘前チェリ ー) 高橋修一 
重たげにカサブランカの大輪はつよ 
き香放ち自己主張する 

(千葉県.館山中央)获野貴子 
産土の祭祀を終えて仰ぎ見る新玉の 
月雲間に»ゆる 

芊葉県.東庄)宇井秀雄 
打ち下ろす件に力の籠りたり孫らの 
声援に勇みて我は 

冚梨県•塩山)楠 立雄 
フォーラムの議場に揺れるお国ぶり 
扇子の波美し猛暑のマニラ 

(兵庫県•神戸シニァ)多田博子 
体重を量りしのちにお茶を飲む透析 
前の密かなる快 

C 兵庫県.山崎)竹田長司 
暖冬に師走の気分、っすらげど早目に 
飾る鏡餅など 

(高知県.土佐香南)野村禎子 
息子らの歌ぅ第九の音量に妻目覚む 
視線で探る子の立ち姿 

(高知県.土佐香南)野村土佐夫 
靴底に砂利遊ばせて歩みゆく如きか 
なしみ持ちてわが居る 

(大分県.中津沖代)松本達雄 
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【入選】 


大木俊秀 


【特選】 

カロリーで食う三食の素つ気無さ(青森県•弘前中央)高橋 敬 

(評)私の親友の一人が、目下糖尿病と戦っています。その食事への気遣 
いは、本人は もとょり 奥さんや家族 も 大変だろうなとつくづく思い 
ます。「カ ロリー 計算に も 馴れたし、玄米 も 決してうまくはないが、 
口から食べられるのは幸せさ」と、友人は歩け歩けの毎日です。 

ディナーシヨー歌手もお客も旬を過ぎ(栃木県•西那須野)佐藤嗣人 

(評)嗣人さんは、この句の脇にそのホテルと歌手の実名を書いてくださ 
つていましたが、確かに「旬」を過ぎた女性歌手でした◦でもご本 
人の名誉のために伏せましよう◦お客さんのほうも「私はいつでも 
旬」と信じて おられる かたが少なくないのでは？ 

(応募要領— 56 ;一' 


ビル風をビルの住人気にならず 

(北海道.釧路まりも)岸本照之 
肩書きの数だけ持っている仮面 

(青森県•五所川原)坂本害心昭 
驅されることを承知でバスに乗る 
(青森県•八戸中央)大久保健峰 
生意気に私を口説くランドセル 

(岩手県•水沢中央)石川涼呼 
山不作里におりても生きられず 

(岩手県•水沢中央)織田秋人 
消炭の尽くす命の短さよ 

(新潟万代)相田捷三 
逃げ切って巨悪は裏で北叟笑み 

(新潟県•五泉)佐藤隆吾 
知識部屋更に建て増す聞き上手 

(埼玉県•浦和シニァ)君塚六郎 
お疲れが妻のお酌で癒される 

(静岡県.大仁)山本順平 
たまに来て棚田残してくれといぅ 
(福井県•敦賀みなと)田中信幸 
本当の歳は忘れたことにする 

S 都鴨川)栩谷四朗 
昨日来た客のボトルも名も忘れ 

(鳥取県.倉吉打吹)谷田朋子 
バイオでは咲かない花を育ててる 
(宮崎橘)井上忠一 
一徹を孫が時どき曲げにくる 
(佐賀県.唐津ライオネス)吉冨節子 
ライバルがわたしと同じ絵！^ける 

(佐賀県•神埼)園田 祐 
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ご来訪をお待ちしております 







■「MY BEST SHOT 」 62 T 

•応募資格：会員（ライオン、ライオネ 
ス、レオ）及びその家族でアマチュア。 

籲応募作品（題材は自由）プリント（サ 
—ビス判〜四ツ切)、スライド （35 ミリ以 
上)、データ（長辺1600ピクセル程度/ 
JPEG ^ 高画質)。一人5点まで。 

•プリントは写真の裏に紙を貼り、スラ 
イドには必ずマウントをつけ、データは 
メールの添付書類で本文に、氏名、クラ 
ブ名、年齢、題名、撮影場所、撮影年月 
日、住所、電話番号を明記。返却希望の 
±湯合は、住所、氏名を記入した返信用封 
筒に切手を貼り同封。締切：毎月15日。 

■ 「ライオンズ•ギャラリー」 63ジー 
•会員及びその家族。プロ、アマ不問。 
•応募作品：絵画、版画/題材は自由。 
作品のスライド.フイルムか、カラー. 
プリント（キャビネ判)。氏名、クラブ名、 
年齢、職種、絵のサイズ（号数)、画題を 
明記し、絵に関するエッセー、自評など 


(400字程度)、顔与真を添付。 

■ 「サービス • アクティビティ」 32〜33ジー 
籲ライオンス、'、ライオネス、レオクラブ。 
•写真は動きのあるもの、内容が一目で 
分かるもの。クラブ名、活動 日、 場所、 
キャプション（100文字程度）を付記0 
• E メールでの樹高は、画像サイズ：長辺 
が1，600ピクセノレ程度/画像形式 ： JPEG 
の最高画質(低圧縮)/ファイル名：ライオ 
ン誌用5術のクラブコード+写真の通し番 
号（例： 01001 -01 jpg ) / メール件名： 
サービス•アクティビティ投稿/メール1通 
につき写真添付は3点まで。 


本文 


■ 「クラブ*リポート」22〜26广 

♦ライオンス、'、ライオネス、レオクラブ0 
•アクティビティ、例！会など、クラブの';舌 
動を具体的に800字程度で。新聞記事は 
新聞名、掲載日を付記。関連写真があれ 
ば添付（返却希望の場合はその旨を明記)。 
■ 「獅子吼」 47~52 r 


•会員及びその家族によるエッセー、提 
言など。1600字程度。躕重、年齢を明記。 
籲題字はハガキ程度の大きさ0 
■ 「俳壇」「歌壇」「柳壇」 53〜55プ_ 
•会員及びその^族。 

•—人ハガキ1枚に3句/首まで。締切： 
毎月15日。 

■「リ ー ダ ー ス • プラザ」 56〜57$ _ 
• クラブ会員刊行物：クラブ並びに会員が 
干桁された出版物を1部送付。 

•伝言板：読者間の情報交換に。 
•読者から：本誌への意見、感想など0 

▼締切の記入のないコラムは随時受付。 
誌面の都合で編集したり、掲載出来ない 
±募合あり。原則として原稿返却はなし。 
▼住所、氏名、クラブ名を明記。文字原 
稿及びサービス_アクティビティは E メ 

— ノレ^•冋 t)Pjo 

送り先：〒1 04-0045 東京都中央区築 
地 2-2-1 築地細田ビル7階ライオン誌 
日本言吾版事務所各コラムあて 
E メール： edit @ thelion.jp 


ン誌投稿要領 


けて本の発行が実現しました。佐 
食市の平和•人権教育副読本にも 
採用されています。 

■65 MI に読者プレゼントがあります。 


本誌二月号「国際理事だょり」 
(11;' 7 7)の三段目右から三行目に 
「来年は宮城県•仙台が……」と 
あるのは 来年 度の、「ライオン 
ズ•ギヤラリ丄(63' 7 ?)5|坂本法 
観の所属クラブは飯塚竜王ライオ 
ンズ r の誤りでした。お詫びして 
訂正致します〇 


® ライオン誌事務所来訪者芳名録 

111千葉県四街道 楠岡巖 
111千葉県佐倉 塚田雅二 
118 埼玉県大宮見沼 阿戸健次 
126 東京武蔵野 渡邊正一 




伝言板 


■創作童話「松のきずあと」発刊 

千葉県•四街道市ユネスコ協会 
が、太平洋戦争末期の同市を舞ムロ 
にした創作童話「松のきずあと」 
(著者/福田芳生絵/石井礼子 
発行/佐倉市•佐倉市教育委員 
会•四街道ユネスコ協会非売 
品)を限定出版しました◦医学博 
士である著者が旧制中学の生徒だ 
ったころ、学徒動員で戦闘機の燃 
料として松の樹液採取に従事した 
体験を元にした内容◦空襲にあっ 
たり、家族や知人を失ったりしな 
くと も、この本に あるよぅ な、と 
てもたくさんある小さなエピソー 
ドですら、戦争の傷跡はいつまで 
も消えずに人を苦しめています。 
同協会会長でも ある ??楠岡巖(千 
葉県•四街道ラィオンズ r ) が、 
童話の主人公と同じよぅな体験を 
持つことから、子どもたちに平和 
の尊さと 
命の大切 
さを知つ 

てもらい 

たいと、 

関係各所 

に呼び掛 



■丈， ■ 


訂正とお詫び 
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▼本誌へのご意 
見•ご感想をお 
寄せください。 

編集部 


人材を活用しよぅ 

•一月号「ヘッドライン/中学生 
に夢育むふれあい授業と健全育成 
アクテ イビテイ」に感心した。ど 
のクラブにもいる専門職のメンバ 
1のキヤ リアを 生かした アク テイ 
ビテイだが、今まであまり多くは 
行われていないのではないか。と 
ても良いアイデアで大いに参考に 
すべきだと思った。 

静岡県.浜松«宮澤廣 


活気を取り戻すために 

•平成二年に入会した時には、ク 
ラブ•メンバー は四十 五 人ほどい 
て、活気もありましたが、現在は 
二十人。なんとか昔の姿に戻した 
いと思つています。そこで 『ラィ 
オン誌』に何か解決策を見いだせ 
る話がないかと読ませて頂いてお 
ります◦これからも全国会員の読 
者のためにがんばってください。 
兵庫県•明石神明 • 松田寿雄 


アクテイビテイに重点 

•一月号「獅子吼」に掲載されて 
いた5?浅原保弘の「新潟県中越地 
震ボランティアに参加して」を読 
み感動しました◦また 、 「THE 
ME \ クラブ運営の鍵はリーダー 
シップ」の中の「クラブの活性化 
はアクテイビテイから」とい、つ音 I 
見に賛同します。単ークラブで参 
考になるようなアクテイビテイの 
記事を多く掲載してください。 
神奈川県•藤沢グリーン«大川雄士口 


災害は忘れたころに 

•昨年末のスマトラ沖地震津波 
と、昭和三十五年に三陸地方を襲 
ったチリ津波は同じよぅな状況で 
あったと思、っ。強い地震の後、想 
像を絶する大津波が襲来。チリ津 
波が来たのは五月の早朝◦空が明 
るくなり、湾内の海水が急に引き 
始めて海底が見えたのを消防署員 
が発見し、警察、役場へ通報、広 
報車で津波を警告して回った◦全 
町民は高台に避難し、我が町では 
一人の死者も出なかった◦しかし 
近隣の S 町では数十人が六^の波 
に飲まれ命を落とした◦大正年間 


の津波被害の恐ろしさが伝えられ 
ていなかったのか、残念である。 
今回のスマトラ沖津波はリゾート 
に大勢の人が集まり、津波など予 
想もしなかったのだろぅ。何百万 
人もが被災した。復興には五年以 
上掛かるだろうと言われている。 
世界的支援が必要である。 

宮城県•女川 • 亀田正人 


紙齢二百号を発行して 

•我が クラブの 広報紙 「ラィオン 
ズ天草」が発行二百号となった。 
チヤ ー タ 1 •ナィトから 半年後の 
一九七一年十一月二十五日に創 
刊。以来約三十三年、四人の素人 
広報委員が知恵を絞り、一号の欠 
号もなく定期的に発行してきたこ 
とは、歴代委員のたゆまぬ努力の 
結晶と 言えよぅ。クラブにとつて 
も大きな誇りであり、輝かしい歴 
史でもある ◦この 広報は五周年、 
十周年と五年分を一冊にまとめ、 
各記念行事では記念 誌と 共に出席 
者に配布、好評を得ている◦今後 
は クラブ 内の 親睦 融和だけでな 
く、対外 PR 紙としての役割も加 
味し、一層の内容充実を図りたい。 
熊本県•天草本渡 • 高口忠則 


三クラブ合同新春例会 

•ム-7年一月十四日、我がクラブは 
結成二周年を迎えました。と同時 
に、高橋祥冶公認ガイデイング. 
ライオンが卒業されることにな 
り、感謝の意を込めて、5?高橋の 
所属する堺仁徳ライオンズパラ、そ 
して私たちのスポンサー、堺フエ 
ニックスこフイオンズ r との新春 
合同例会開催となりました◦嬉し 
いことに三クラブとも新会員がい 
て合同入会式も行われ、活気ある 
新年の幕開けとなりました。私が 
ライオンになって良かったと思え 
るのは、常に諸先輩や仲間たちの 
思いやりを感じること。新メンバ 
1にもそれを伝えられればと思っ 
ています◦これからはガイデイン 
グこフイオンの手を放れ、独り立 
ちするのですから、一層の努力を 
してライオンとして恥ずかしくな 
い行動を取らねばと気持ちを新た 
に致しました◦また、津波による 
被書が暗く影を落とす中、ライオ 
ンズクラブと LcIF の素早い対 
応により私たちの献金が役立つこ 
とを嬉しく思い、改めてその意義 
を痛感しました。 

大阪府•堺エンゼル • 佐原明美 


読者から 
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解答~一一一一~ ヒント：大勢のライオンが、今年は 

ここに集まる。 



ク 

□ 

ス 

9 


7、、 


ル 


i タテのカギ 

S 「ジャポニカ」や「ィンディカ」の品種が 
有名0 

S 公園は〇〇〇の場として利用される。 

S 法隆寺の玉虫厨子や、東大寺の盧舎那仏 
坐像(大仏)はこれに i されている。 

S 抹茶と小豆で作るかき氷。 

S 緑黄色野菜などに多く含まれている色素 
は、ベ—夕〇〇〇〇。 

S 衣類のしわを伸ばすために、寝床の下に 
敷くこと0 

S 証券用語で、売り手と買い手の間で売買 
が成立すること。 

1料、タダ〇 

I ョコのカギ 

区飯粒形の卵が胴に詰まつていることから 


この名が付いた。 

s 「パ—マン」「シンガブーラ」「ロシアン. 
ブル—」と言えば。 

図上級の者が下級の者に、物事の心得や注 
意などを教え示すこと。 

図群馬県榛名山の中腹にある温泉町。 

冈絶縁不良によつて、電気が漏れ流れるこ 
と0 

冈神話に登場する「大蛇」の別称。 

図「〇〇味」 

「〇〇押し」 

「〇〇継ぎ」。 

区二十五年。 
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占： I に入る文字を ヒントを 基に並べかえて ください。 正馨の中か、の方に記念品蠢し上 けます。 ハガキに答えと氏名、 
クラブ名、住所||羅誉ぢ、本誌の咸1¥書ぃてご£'ぞださい(ぁて先は66^。德は二〇〇五年三月二+黾 


The Lion 2005. 3 月号 


58 











































































古民家で考えた 
暮らしの 
知恵 


三月と言えば桃の節句、女の 
子の健やかな成長を願ぅひな祭 
りです。古民家では毎年、近隣の有 
志の方々から寄贈されたひな人形四 
組を飾り、華やいだ雰囲気に包まれ 
ます。明治から昭和のものを年代順 
に並べ、皆さんに楽しんで頂きます。 
どのおひなさまも、時代を反映して 
いるのか、それぞれ趣の異なる顔立 
ちをしている よ/つに 思えます。お子 
さま連れのご家族は、ひな段を背に 


第3回 


桃の原産地は中国の黄河上流域の 
高原地帯で、日本には弥生時代に伝 
わったそうです。中国では仙果、仙 
人桃などと呼ばれ、古来、邪気を払 
う力があるとされています。『西遊 
記』には、孫悟空が西王母の不老長 
寿の桃を盗むお話があります。 

もう一つ、ひな祭りに欠かせない 
のが_麦餅。餅は「晴れ」の日の食べ 
物で、心霊が宿ると言われています。 
赤、緑、白の色分けには、美しさだ 
けでなく、それぞれの 


伝えたい、健やかな成長祈るひな祭りの風習意味がぁる— 


■新田 弘子 

せせらぎ公園古民家館長 
(神奈川県.横浜鶴見東ライオンズブ—) 


楽しそぅに写真を撮って帰られま 
す。近年の都市部の住宅事情では、 
五段飾りのおひなさまを飾れる家は 
数少ないのでしょ、っ。それが四組も 
並んでいれば、記念撮影をしたくな 
る気持ちも分かります。 

節句当日の三月三日には、古民家 
を訪れた皆さんを甘酒でもてなしま 
す。そんな時、若いお母さんからは、 
節句飾りのいわれを尋ねられること 
がしばしばです。 


白の餅は、昔は黄色の 
キビ餅が使われ、大地 
を表すために用いたよぅです。大地 
から緑が萌ぇ、やがて赤い花が咲く 
様子を表しています。子どもの成長 
と幸せを願、つ気持ちが込められてい 
るのです。 

平安時代にまで遡るひな祭りの歴 
史や風習の移り変わりを知ること 
で、親子の会話が弾み、私たちの祖 
先への愛着が増すとすれば、古民家 
でのひな祭^^、意義あるものにな 
す0 






こころのチキンス L フ •ライオンズ編 

茶髪さん献血奉仕に 
トップ切〇 

構成/青山研 


人は店屋では品物を入念に吟味するが、人間のこ 
ととなると、 外見で判断す る〇 

——アリスティッポス—— 

どなたでもそうかもしれませんが、ぱりつとし 
た仕立ての良い洋服をお召しになった紳士を拝見 
しますと、さぞかしお人柄も高潔な方だろうと、 
つい思つてしまいます。たしかにそういう方もい 
らつ しやいますが、見かけ倒しと申しますか、見 
かけにょらぬと申しましょうか、がつかりさせら 
れる方も中にはおられます。人というのは分から 
ぬものだな、と思、つ今日このごろでございます。 

私たち、千葉県の船橋シニアこフイオンズパラは 
毎月第四木曜日に、 JR の船橋駅前に十人ぐらい 


で立ち献血の呼び掛けをしております◦私たちの 
クラブは八年前、第一線を退いたメンバーを中心 
に結成いたしました。クラブには初代会長をされ 
た方が九十五歳でご健在でいらっしやいます。初 
代会長ばかりでなく、皆さんとても元気です。 

船橋なんてどこの田舎かとお思いかもしれませ 
んが、船橋駅は千葉県でも一、二を争、っ大きな駅 
なのです◦いいえ、別に駅の自慢をしているわけ 
ではございませんが、駅の周りは東武デパート、 
西武デパート、そのほか高層ビルが立っておりま 
して、陸橋が駅前広場をまたいで広がり、パスタ 
1ミナルからは四方へバスが発着しております。 
この駅の乗降客が一日に二十七万人といぅことで 
す。毎回、そんなところで、献血を呼び掛けてい 
るのでございます。 

そんな大きな駅ですから、私たちの前をずいぶ 
んといろいろな方がお通りになります Q 

私たちがマィクで呼び掛けている時間は、午後 
二時から四時まででございます。通りかかる人も、 
予備校生や、専門学校生、高校生、お勤めのお嬢 
さん、時間を持て余していらっしやる様子のご婦 
人、リタィアしたらしい年配の紳士、忙しそぅな 
サラリーマンの方など、まあとにかくいろいろで 
ございます〇 

もちろん服装もいろいろで、まるで展示会のよ 
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イラスト/吉田 t 兑子 


、っ。ベルトから金色の鎖を下げてズボンのポケッ 
卜までつなげた、派手なシャツの二十歳前後の若 
い男性、アクセントの強い厚化粧で髪を栗毛色に 
染めた女性、あるいはまた、普段着でツッカケを 
履いたご近所の人、仕立ての良い背広で、さぞか 
し昔は一流企業のお偉方だ 
ったかしらとい/っ方、好み 
の良い装いで何のご苦労も 
ないだろぅと思われるご婦 
人、数え上げればきりがご 
ざいませんが、こちらの呼 
び掛けにこたえてくださる 
かど、っかは、服装とは関係 
ないよぅでごさいます。 

ある時、去年のことでし 
たが、予備校生らしい若い 
方々が五、六人、にぎやか 
にエス カレ ー タ ー から 降り 
て、私たちの方に近づいて 
いらつしやいました。 

「あいつ、超ム カツ クんだよツ」とか、 「まじ か 
よ、てめ一」と、何だか分からない ことを しやべ 
つていて、服装は派手、頭は茶髪だしで、正直ち 
よつ とこ わい なと 思いました◦それでも、思い切 
つて声を掛けてみたのです。 


「献血、お願いしまアす！」 

そうしましたら 案の定、 「うるせ えなあ」 とい 
う 感じでじろり とこちらを見まして、「これは だ 
めだわ」 と 思った瞬間でした。一人の子が そっぽ 
を 向いているほかの子に言ったのです。 

「お メエら 馬鹿かよ◦おばさんがこんだけ熱心に 
話してるのに、話、聞けねエのかよ！」 

全員が立ち止まって、こちらを^^きました。 

「今日という日の思い出に皆で献血し ましょう Q 
長い人生で、今日という日はたった一日ですよ。 
いつか社会に出て再び出会った時、あの日、六人 
そろって献血したっけって、良い思い出に なりま 
よ」 

すると、その若者たち、こたえてくれたんです。 

「おう、やろぜ、皆で！」 

献血に応じてくれる方は、意外に茶髪さんとか、 
服装が乱れてるな アとい、っ 若者が多いのです。 

「おばさん、年寄りなのに偉いね」 

「一生懸命呼び掛けてるけど、ど、っして？」 

と、話しかけてくれる子もいます◦私たちの呼 
び掛けに目を合わせてくれて、その目がとっても 
優しいのです。人は、服装や風体で判断してはい 
けないのですね。 

私たち、平均年齢七十三歳◦今年も船橋の駅前 
に立ち、皆さんに献血を呼び掛けております。 
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山田隆 
群馬県境 
[高原の朝] 



•選評 

画面全体をブルーで統一し、背景を暗く落として、霜で覆われた木々のディテールを強調した。クマ笹の中、キラリと 
光る木道を斜めに配し、アクセントをつけると共に、画面に立体感を与えている。臨場感のある写真で、高原の厳しい 
寒さがストレートに伝わってくる。技術的にも問題なく、完成度の高い作品。 



菊野善之助愛媛県松山 
[幻の宝石] 




梅田尊愛知県豊田 
[紅葉狩] 


平原潔大分県豊後高田流森芳史広島あさひ 
[ほほえみ][洗濯する女] 



# 横内孟山梨県南アルプス[棚田] 

木村文丸青森県弘前[仏の知り合い「ヨォ_」] 
畔柳東一愛知県岡崎竜城[風物詩] 

安藤正一愛知県豊田[目] 


岩佐清岐阜県高山[氷池落葉] 

露木義光静岡県沼津[夕ぐれ] 

和沢一男石川県金沢菊水[加賀出初式] 
鳥羽孝哉長野県松本アルプス[霧氷] 


細井保宏広島あさひ[深秋] 

山野智要之亮広島あさひ[もうすぐ) Onas ] 
重藤一美広島県甲山[霜満開] 

上野春夫広島県三原[遊園地の ーコマ] 


全作品は国際協会公式ウェブサイトでご覧頂けます。 


http :// www . lionsclubs . org / JA / TheLion / MBS / index.html 
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[ 不動明王 ] 油彩 F20 号 


画家を志したのは小学校一年生の 
時◦長男で家業を継ぐ者以外は、だ 
れもが将来陸軍か海軍大将になると 
答え、画家になるなどと言えば非国 
民扱いされる時代でした。 

中学で美術部に入ってから約六十 
年。やっと自分の画集が全国発売さ 
れます◦海外での活動が主で、この 
四月には上海で中国国立上海画院か 
ら中日芸術君主栄華敷章を頂くこと 
になり ました ◦世界の美術の中心は、 

默ラ家 
睪 g 画 

i 

明治は花の都バリ、現代絵画はニユ 
' —ヨ^~ク•マンハッタンに移り、更 
にこれからは巨大都市上海になるだ 
ろぅと言われています◦その上海画 
院から受動することはたいへん嬉し 
く 思つています。 

この作品はルーブル美術館「美の 
革命展」でヵルーゼル•ドゥ•ルー 
ブル•グランプリを受賞したもので 
す。 

(ふくざわみちお. 72 歳) 
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「聖ヨセフの夢」油彩/カンヴァスナン 
卜美術館蔵 Photo RMN/Gferard Blot 


プレゼント応募要項 


はがきに住所、氏名、電話番号、クラブ名 
と「かたやき」「松のきずあと」「最中」「み 
かん」「ラ • トゥール展」とご希望の品を 
明記し、下記のあて先へ。本誌へのご意見、 
ご感想もお書き添えください。締切は3月 
末日。応募多数の場合は抽選となります。 
当選のお知らせはプレゼントの発送をもつ 
て代えさせて頂きます。 

ライオン誌日本語版事務所 
〒104-0045 

東京都中央区築地 2-2-1 築地細田ビル7階 
©ウェブサイトからの応募 
URL : www . lionsclubs . org / JA / content / 
the I i on _ present _ form . html 


ROOM 


京•上野 
の国立西 
洋美術館 
で開催さ 
れる r ジ 
ョルジ 


■「ジョルジュ•ド•ラ•トウ—ル展」 
チケットを十人の読者に 

三月八日から五月二十九日まで東 


ュ•ド•ラ•トゥール展」のチケット 
(二枚一組)が十人の読者にプレゼン 
卜されます。十七世紀フランスの画家 
ジョルジュ•ド•ラ•トゥールは二十 
世紀に再発見された神秘の画家と呼ば 
れます。蝋燭の光の効果を駆使した作 
品では、他の追随を許さない、この画 
家独自の表現世界が構築され、世界的 
な名声を獲得することとなりました。 


■みかん最中と無農薬の三ケ日みかん 
を各五人の読者に 

「ヘッドライン」 ( 28 11) に登場した 
静岡県 • ニケ日ライオンズ ' 7 >フから和洋 
菓子司三河屋(松寄哲元会長)のみか 
ん最中と、しずか村(小野博義幹事) 
の無農薬の三ケ日みかんがそれぞれ五 
人の読者にプレゼントされます。 

みかん最中は選りすぐりの三ヶ日み 
かんを使い、最中は香ばしく、蜜柑の 
餡は香り豊かでやわらかな食感。 

しずか村は自然共存型農業に取り組 
み、無農薬の安全でおいしい農作物を 
生産しています。 



■読者プレゼント 

■かたやきを二十人の読者に 

「ふるさと探訪」( 36 ' 7 ?)に登場した三 
重県•名張ライオンズ？ラ(辻本林義会 
長)から、「かたやき」(一袋十枚入り) 
が二十人の読者にプレゼントされま t 
名張の伝統的銘菓「かたやき」は、 
戦国時代に忍者が携帯用保存食とした 
と伝えられています◦江戸時代に砂糖 
などを加えたお菓子になりました。非 



常に堅い 
のです 
が、口に 
入れてょ 
く 嚙んで 
いると味 

わい深く美味しいもの。土産物として 
も人気の商品です◦歯が欠けないよう、 
付属の木槌で叩いて割って頂きます。 


■「松のきずあと」を二十人の読者に 

「伝言板」( 56 '^)で紹介した創作童 
話「松のきずあと」が二十人の読者に 
プレゼントされます。 

医学博士の著者が自らの体験を元 
に、太平洋戦争のころ学徒動員で戦闘 
機の燃料として松ヤニ採取をさせられ 
ていた時の苦い記憶をつづったもの。 
子どもたちの平和の尊さを考える機会 
にご活用ください。 


次号予眚 

THEME 

I L C IF スタディ•ツア I 

二月|日から六日に行われた LCIF 
スタディ•ツア I 。第二回となる今回は、 
ここ数年日本からの LCIFS が増え 
ているカンボジアを訪間日本ライオン 
ズが建てた C 子校を中心に視察した。 

n 国際会長公式訪問 

二月十四日から二十二日にかけてクジ 
アク国嫛衣長が来日、京都、1示、函館 
を公式訪問した。その様子をリポ—卜。 

R0AFI •口—ァ 

-まるごと335複合地区 

四月号は 335 複合地区特集。「ヘッドラ 
ィン」は 335 -<地区(東兵庫)。阪神. 
淡獎霧火+周年「威謝の集い」を取 
「メ—ク•アップ」では兵庫県.姬路鷺 
城ラィオンズ S ラと大阪梅田中央ラィオ 
ンズ r の例会を訪問する。「ふるさと探 
詰は和歌山県昨年七月、熊野三 
山と古道、高野山など_山地の霊場 
と参詣遵が世登退産に登録。 M 呂には 
三山の I つ熊靈玉大社やその元宮の神 
ム|^1がある。熊野古道と伊勢路の交差 
占 C あたり、古来、多くの参詣者が行き 
交った新宮を訪ねる。「祭りのある風景」 
は滋賀県近江八幡の左義長祭。口紅を 
つけた男衆や子どもたちが山車を担いで 
町内を練り歩く。 
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ライオンズクラブの始まり 


メルビン•ジョーンズが保険 
会社を営んでいた一九一三年、 
彼が三十四歳のころです。シカ 
ゴはアメリカ社会の工業化につ 
れて急速に発展していました。 
日本の戦後の高度成長期時代の 
数倍に値するょぅな商工業発展 
の時代でありました。 

そのころシカゴには、たくさ 
んのビジネス•サークルやクラ 
ブが存在していました。ジヨー 


ンズはあるサークルの昼食会に 
招かれて入会しますが、しばら 
くすると、最初持っていた熱烈 
な感激はどこへやら、サ^~クル 
に失望を感じるよぅになりま 
す。サークルが主張することは 
確かに立派でしたが、ジョーン 
ズにとっては、サークルが貪欲 
な商業人の集まりに過ぎないと 
思えてなりません。 

ジョ^ —ンズが入会したサ^ — ク 
ルも、一時は二百人を超—会 
員がいたよぅですが、その時は 
三十余人に減っており、しかも 
実際の出席者は十数人という状 
況でした。 うわべを 整えていた 
だけで会員同士それほど親近感 


もなく、あまりしつくりいつて 
いる様子ではなかったよぅで 
す。そこで、 ジョ ー ンズは自分 
の所属するクラブを次のよぅに 
定蠢しました。 

一、 立派な目的を掲げてもあま 
り 活動していない クラブ。 

二、 会員数は多くても、実際に 
出席する人が少ないクラブ。 

三、 会員相互の利害関係だけを 
話題にするクラブ。 

その後、ジョーンズはサーク 

ルの身近な人々と話し合いの機 
会を持ちます。また、シカゴの 
他のサークルの目的、会則、活 
動状況など資料を集めて研究し 
ました◦次第に構想が まとまつ 
ていきました。昼食を共にし、 
商売上の便宜を図るだけのサー 


クルでは、多くの人たちが満足 
していない。何かそれ以上のも 
のを望み求めている……。 

一九 一七 年六月 七日、 ジョー 
ンズの呼び掛けでシカゴのラサ 
1ルホテルに集まったのは二十 
七クラブと、それを代表する二 
十余人の男たちでした。 

「従来のサークルのあり方を反 
省し、もっと高い視野に立って 
同じ名称、目的、会則の下、全 
アメリカ的組織を作ろ、っではな 
いか」と立ち上がりました。古同 
い理想と偉大な活動を象徴して 
組織の名称を「ラィオンズクラ 
ブ」と決め、一九一七年十月八 
日、テキサス州ダラスで第一回 
の大会を開きました◦これがラ 
ィオンズクラブの始まりです。 
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